
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 93 単位 24 単位 69 単位 0 単位 0 単位 0 単位

45 人 21 人 人 0 % 10 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088(653)3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業 工業専門課程 ゲームクリエイター学科 平成21(2009)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 映像、音声、文字などの情報を多角的に編集、統合するとともに、ゲーム分野の最新技術動向に即応できる個性豊かな人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

ゲーム作りを通じて、プログラミングスキル、デザインスキルの向上を図り、コンピュータを使いこなせるクリエイターを目指す。
取得可能な資格：情報処理活用検定、CGクリエイター検定など

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和７年度卒業生）

9
■地元就職者数 (F) 7
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

78

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 9
■就職希望者数 (D)　　　　　： 9
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

システムエンジニア、WEBデザイナー

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/game/

100
■進学者数 0
■その他

なし

1

うち企業等と連携した演習の単位数 1

うち必修単位数 93

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 93

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 5

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

作品添削会を昨年より1回多くした事は、学生の成長に繋がった。もう１回増やしても良いのではないか？との意見を頂き、
R8年度では作品添削（発表会）の機会を増やせるように、時期や回数を検討していくことになった。

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川下　秀之 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企連携科目において、作品制作のポイントや改善点を指導頂ける企業と連携し、効果的な就活作品になる方法を実務経験
者の意見を交えながら養成する事を目的とする。また、必要な技術についても意見を頂き、学生のレベルアップを図る。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

名　前 所　　　属 任期

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等
の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程
編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業等
専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討され
る。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

花井　直人 花丸株式会社　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月21日　11：00～11：20　12月17日  15:00～16:00
第２回　令和８年２月10日　10：20～11：50

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基準
について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者からの
指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

作品制作Ⅱ

科　目　概　要

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

CG特化型のスキルアップセミナーを通じ、最新CG技術の理解を図る

CGWORLD JAM ONLINE2026 連携企業等： 株式会社ボーンデジタル

令和８年７月予定 対象： 教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

花丸株式会社

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

様々なコンテンツ制作課題を元に
考案(企画)・制作・発表(プレゼン
テーション)技能を習得する。

科　目　名 連　携　企　業　等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ゲーム業界の開発事例をセミナー形式で紹介し、技術力向上を図る

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理
職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実施
する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

GAME CREATORS CONFERENCE '26 連携企業等： 	一般社団法人デジタルエンターテインメントクリエイター協会

令和８年３月２８日(土） 対象： 教員

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について



（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っていま
すか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表して
いますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されています
か
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）につ
いて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認して
いますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた対
応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和８年6月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っています
か
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

加藤　仁



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
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1 ○
情報リテラ
シー

情報処理についての知識の習得、検定取得
を行う。

１
前

6 ○ ○ ○

2 ○
キャラクター
デザイン

キャラクター制作の基礎知識・技術習得を
行う。

１
前

4 ○ ○ ○

3 ○ アルゴリズム
コンピュータプログラミングを行う上で必
須となるアルゴリズムを学ぶ。

１
前

2 ○ ○ ○

4 ○ C言語基礎 I
Ｃ言語の基礎知識・技術の習得、検定取得
を行う。

１
前

2 ○ ○ ○

5 ○ ドローイング
デッサンなど、アナログ分野の実践を行
う。

１
前

2 ○ ○ ○

6 ○
コミュニケー
ション

コミュニケーション方法を学び、意思疎通
を図るための技術を習得する

１
前

2 ○ ○ ○

7 ○
パソコン演習
（Excel）

Excel操作技能の習得、表計算検定の合格を
目指す。

１
前

1 ○ ○ ○

8 ○ ３DCG演習Ⅰ
3DCGソフトの基本的な操作方法を学び、
3DCG制作を行う。

１
前

2 ○ ○ ○

9 ○ ３DCG演習Ⅱ
3DCGソフトの応用的な操作方法を学び、
3DCG制作を行う。

１
後

3 ○ ○ ○

10 ○ C言語基礎Ⅱ
Ｃ言語の応用知識・技術の習得、検定取得
を行う。

１
後

4 ○ ○ ○

11 ○ 画像処理演習
Photoshop操作知識の習得、検定取得を行
う。

１
後

2 ○ ○ ○

12 ○ CG演習Ⅰ
CG技術を演習形式で学び、検定合格を目指
す

１
後

3 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 ゲームクリエイター学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○ 作品制作Ⅰ
様々なコンテンツ制作課題を元に考案(企
画)・制作・発表(プレゼンテーション)技能
を習得する。

２
前

4 ○ ○ ○

14 ○ 修了制作Ⅰ
制作授業で得た知識・技術でオリジナルの
制作を行う。

２
前

4 ○ ○ ○

15 ○
デジタルデザ
イン

Illustrator操作知識の習得、検定取得を行
う。

２
前

2 ○ ○ ○

16 ○ CG演習Ⅱ CG分野の応用技術の習得を行う。
２
前

2 ○ ○ ○

17 ○ 就職実務Ⅰ
就職活動に向けて、自己分析、自己評価を
行い、自分自身を理解し表現する方法を学
ぶ

２
前

2 ○ ○ ○

18 ○ 作品制作Ⅱ
様々なコンテンツ制作課題を元に考案(企
画)・制作・発表(プレゼンテーション)技能
を習得する。

２
後

5 ○ ○ ○ ○

19 ○ 修了制作Ⅱ
制作授業で得た知識・技術でオリジナルの
制作を行う。

２
後

5 ○ ○ ○

20 ○
インターネッ
ト演習基礎

インターネット分野の基礎知識の習得を行
う。

２
後

2 ○ ○ ○

21 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

働くことの意味を理解し、企業研修や自己
ＰＲ、履歴書作成などの就職活動の準備を
行う。

２
後

1 ○ ○ ○

22 ○ 就職実務Ⅱ
就職活動を実施する際に必要な知識・技能
の習得を行うとともに、より実践的な表現
力の習得を目指す。

２
後

1 ○ ○ ○

23 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

３ＣＡＮ教育(自己効力感、成長実感、学び
続ける習慣)を実践をしながら学習する

３
前

2 ○ ○ ○

24 ○ DTV演習
動画編集ソフトの操作の習得、実践を行
う。

３
前

3 ○ ○ ○

25 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナー

社会人としての活動に必要なマナー習得を
目指す。

３
前

2 ○ ○ ○

26 ○ 作品制作Ⅲ
様々なコンテンツ制作課題を元に考案(企
画)・制作・発表(プレゼンテーション)技能
を習得する。

３
前

5 ○ ○ ○

27 ○ 修了制作Ⅲ
制作授業で得た知識・技術でオリジナルの
制作を行う。

３
前

5 ○ ○ ○



28 ○ ビジネス文書
ビジネス文書の作成及び、検定取得を目指
す。

３
後

2 ○ ○ ○

29 ○ 経済基礎 社会（経済）の基礎を学ぶ
３
後

4 ○ ○ ○

30 ○
プレゼンテー
ション

作品を紹介するためのプレゼンテーション
技術を学ぶ

３
後

1 ○ ○ ○

31 ○
パソコン演習
（Access)

Access操作技能の習得、MOS検定の合格を目
指す。

３
後

2 ○ ○ ○

32 ○ 卒業制作
3ヵ年の知識・技術の集大成の制作、もしく
は就職内定先において必要な知識・技術の
研究を行う。

３
後

6 ○ ○ ○

32

期

週

合計 科目 93 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。

履修方法： 必修科目は、全科目必修

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

- 単位時間 - 単位時間 - 単位時間 - 単位時間 - 単位時間 - 単位時間

年 108 単位 54 単位 54 単位 0 単位 0 単位 0 単位

45 人 36 人 人 0 % 2 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 -

総単位数 108

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

-

うち必修授業時数 -

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 -

プログラマ、システムエンジニア、ネットワークエンジニア、技術開発

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） -

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/system/

100
■進学者数 0
■その他

11

うち企業等と連携した演習の単位数 11

うち必修単位数 108

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数 -

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 -

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

13
■地元就職者数 (F) 2
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

15

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 13
■就職希望者数 (D)　　　　　： 13
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
コンピュータ全般の知識、プログラミング、システム設計、ネットワーク、サーバ構築などの技術を修得させ、ユーザの要望を満たす業務システムやスマートフォン
(Android)のアプリ開発ができる技術と企画提案力を兼ね備えた人材を養成する

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

情報処理の高度な専門知識を習得するとともに、各種ベンダー各種ベンダーカリキュラムの履修により、最新の技術とコミュニケーション力を身につける
取得可能な資格：基本情報技術者試験、情報セキュリティマネジメント試験

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業専門課程 情報システム学科 平成21(2009)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

７７０－０８５２

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 5

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 3

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 12

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 4



種別

①

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：００
第２回　令和８年２月１０日　１０：００～１１：３０

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

名　前 所　　　属 任期

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等の
専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程編成
委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業等
専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討される。
検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。]

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

宮崎　克典 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

高橋　勇雄 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

学外との交流を増やす。県内外のIT企業や一般企業の方々の話を聞くことで、就職ミスマッチを防いだり、就職活動対策にも
なるとの意見を頂き、企業講演会や研修旅行で企業担当者の話を伺う機会を増やすよう変更を行う
現在のＷＥＢシステム開発の現状は、既にあるサービスを組み合わせることで短期納期を実現している
ＷＥＢに関連する知識やセンスが求められているため、ＩＴリテラシーに関連する科目の授業内容を見直す



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

②指導力の修得・向上のための研修等

昨今の学生の傾向と関わり方
東大式エゴグラム

Gemini アカデミー教育者向け 講座 連携企業等： Gemini アカデミーセミナー事務局

令和８年　８月 対象： 教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

非認知能力養成研修

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等：

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

AWS Academy 講師向けワークショップ
・ACF実施に向けてポイント整理＆QA
・ACSF実施に向けてポイント整理＆QA
・AMLF 実施に向けてポイント整理＆QA

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理職
教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実施す
る実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

AWS Academy講師向けワークショップ（2日間） 連携企業等： Amazon Web Service Japan株式会社

令和7年8月18日、19日 対象： 教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基準
について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者からの
指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

社会人基礎講座Ⅰ ㈱日経メディアプロモーション

株式会社穴吹カレッジサービス ソフト開発事業部

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

通常の座学や実習授業では効果的な技術習得が難しい、システム開発の上流工程を学習することを念頭に置き、システム開
発に必要なプログラミング技術の向上だけでなく、顧客の要求をユースケースに反映させるために必要な要求定義手法を、よ
り実践的な方法で身につけることを目的とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

一般常識・マナーについて学ぶとと
もに、自己分析を行い就職活動で
アピールできる材料を準備する。

一般的なビジネスマナーやビジネ
ス用語などを学習

穴吹教育総合研究所

令和8年4月10日 対象： 全教員

連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和7年8月 対象： 全教員

基本的なAIリテラシーを高める
安全かつ責任をもってGeminiを使用する方法を学ぶ
日本の教育現場における AI 活用の可能性を学ぶ

卒業研究

科　目　概　要

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係



（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定され
ていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされていますか
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されています
か
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）につ
いて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか



（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認して
いますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っています
か
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動が
不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた対応を
さらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っていま
すか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表してい
ますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

加藤　仁

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書
（９）学校評価 ・自己評価・学校関係者評価の結果 ・評価結果を踏まえた改善方策
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 ・学校行事への取組状況 ・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）
（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況
（７）学生納付金・修学支援 ・学生納付金の取扱い ・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育 ・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生数 ・カリキュラム、時間割、年間の授業計画 ・進級・卒業の要件 ・資格取得、検定試験合格等の実績 ・卒業者数、卒業後の進路
（３）教職員 ・教職員数（職名別） ・教職員の組織、教員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・キャリア教育への取組状況 ・実習・実技等の取組状況 ・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ・学校名、所在地、学校の沿革、歴史 ・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画 ・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○
コンピュータ
概論

国家資格(基本情報技術者・応用情報技術
者)取得に必要な、情報技術の基本的な知識
を習得する。

１
前

- 8 ○ ○ ○

2 ○
システム開発
概論

国家資格(基本情報技術者）取得に必要な、
コンピュータシステムの開発技術やマネジ
メント知識を習得する。

１
前

- 4 ○ ○ ○

3 ○
アルゴリズム
Ⅰ

プログラミングに必要な手順や計算法であ
るアルゴリズムについて学習し、国家資格
（基本情報技術者）の科目（フローチャー
ト・擬似言語）の理解度を高める。

１
前

- 4 ○ ○ ○

4 ○
データベース
概論

国家資格(基本情報技術者・応用情報技術
者)取得に必要な、データベース分野の基本
な知識を習得する。

１
前

- 2 ○ ○ ○

5 ○
ネットワーク
概論

国家資格(基本情報技術者・応用情報技術
者)取得に必要な、ネットワーク分野の基本
な知識を習得する。

１
前

- 2 ○ ○ ○

6 ○ JavaⅠ

java言語の基本制御文(順次、分岐、繰り返
し)を利用したプログラミング能力を身につ
ける。オブジェクト指向の基本概念である
クラスを使ったプログラムを考える。

１
前

- 2 ○ ○ ○

7 ○
パソコン演習
（EXCEL)

ＥＸＣＥＬの基本機能を学び、自分の作成
したいことを実現できる技術を習得する

１
前

- 1 ○ ○ ○

8 ○
ネットワーク
演習Ⅰ

CiscoSystems社によるアカデミックプログ
ラムにてネットワークを学習

１
後

- 2 ○ ○ ○

9 ○
セキュリティ
概論

国家資格(情報セキュリティマネジメント)
取得に必要な、基本な知識を習得する。

１
後

- 2 ○ ○ ○

10 ○
アルゴリズム
Ⅱ

国家資格(基本情報技術者)取得に必要な、
科目Ｂの答練を行う

１
後

- 8 ○ ○ ○

11 ○ JavaⅡ

オブジェクト指向を主軸としたjavaの文法
を習得する。例外処理やマルチスレッドな
ど、本格的なプログラミングに必須の技術
を習得する。

１
後

- 3 ○ ○ ○

12 ○ HTML+CSS演習
HTML言語を理解し、WEBｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発時に
必要な知識・技術を習得すると同時に検定
取得を目指す

１
後

- 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 情報システム学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



13 ○
キャリアデザ
イン

AI・ロボットに負けない人間力(3つの力)を
身につけるための学習

１
後

- 2 ○ ○ ○

14 ○
情報処理講座
Ⅰ

情報処理試験対策を行う
２
前

- 6 ○ ○ ○

15 ○
データベース
演習

ビックデータを蓄積、解析するためのデー
タベースの構築技術を学習

２
前

- 2 ○ ○ ○

16 ○
ネットワーク
演習Ⅱ

CiscoSystems社によるアカデミックプログ
ラムにてネットワークを学習

２
前

- 2 ○ ○ ○

17 ○
モバイルアプ
リケーション

スマートフォンが持つカメラ、GPS API、各
種センサーを利用したアプリケーションの
作成技術を学習する。

２
前

- 2 ○ ○ ○

18 ○
Web ア プ リ
ケーション演
習Ⅰ

LAMP開発を中心としたWebアプリケーション
開発技術(基礎)を学習

２
前

- 3 ○ ○ ○

19 ○
AIプログラミ
ングⅠ

ＡＩ言語のひとつであるPython言語を用い
てｗｅｂアプリケーションやデスクチット
アプリケーションなどの開発の基礎を学習
する

２
前

- 2 ○ ○ ○

20 ○
情報処理講座
Ⅱ

国家資格(基本情報技術者・応用情報技術
者)取得に向けた対策を行う

２
後

- 6 ○ ○ ○

21 ○
ネットワーク
演習Ⅲ

CiscoSystems社によるアカデミックプログ
ラムにてネットワークを学習

２
後

- 3 ○ ○ ○

22 ○
Web ア プ リ
ケーション演
習Ⅱ

LAMP開発を中心としたWebアプリケーション
開発技術(応用)を学習

２
後

- 2 ○ ○ ○

23 ○
AIプログラミ
ングⅡ

ＡＩ言語のひとつであるPython言語を用い
てｗｅｂアプリケーションやデスクチット
アプリケーションなどの開発の方法を学ぶ

２
後

- 2 ○ ○ ○

24 ○
情報デザイン
Ⅰ

情報処理試験のデザイン分野及びホーム
ページなどのデザインを学習

２
後

- 1 ○ ○ ○

25 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

就職活動における準備、マナー指導を行う
２
後

- 1 ○ ○ ○ ○

26 ○ 就職実務 就職活動で準備してきたことを実践する
２
後

- 1 ○ ○ ○

27 ○
情報処理講座
Ⅲ

国家資格(基本情報技術者・応用情報技術
者)取得に向けた対策を行う

３
前

- 6 ○ ○ ○



28 ○ RPA演習
RPAツールを利用しルーチンワークを自動化
する技術を学ぶ

３
前

- 3 ○ ○ ○

29 ○
サーバー構築
演習

LinuxOSのインストールとと各種サーバの構
築手法を学ぶ。

３
前

- 2 ○ ○ ○

30 ○
AWSクラウド
演習Ⅰ

AWSの代表的な設定方法とオプションの使い
方を知り、各種サービスの設定方法を習得
する

３
前

- 2 ○ ○ ○

31 ○
ビ ジ ネ スマ
ナー

一般的なビジネスマナーやビジネス用語な
どを学習

３
前

- 2 ○ ○ ○

32 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

一般常識・マナーについて学ぶとともに、
自己分析を行い就職活動でアピールできる
材料を準備する。

３
前

- 2 ○ ○ ○

33 ○
情報デザイン
Ⅱ

仮説を立て、プロトタイプを作成し、テス
トするサイクルをまわしてブラッシュアッ
プしながら新たな商品やサービスを作り出
す考え方について学習

３
前

- 1 ○ ○ ○

34 ○ 卒業研究
決定した企画テーマを基にプログラミング
開発を行い、開発後プレゼンテーションす
る

３
後

- 10 ○ ○ ○ ○ ○

35 ○
AWSクラウド
演習Ⅱ

基本的なＡＷＳ (Amazon Web Service)の
サービスを利用するうえで必要なセキュリ
ティ対策の基本知識を学ぶ

３
後

- 2 ○ ○ ○

36 ○
ビジネスプレ
ゼン演習

企業で日常的に行われるミーティングや改
まった場でのプレゼンテーション、LT（ラ
イトニングトーク）など、様々な場所や機
会に応じた、的確で効果的な対応能力を養
う。

３
後

- 1 ○ ○ ○

37 ○ ビジネス文書
社内や取引先との間で交わされる報告書、
礼状などのビジネス文書作成時に必要な知
識や技能を養う。

３
後

- 2 ○ ○ ○

37

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 108 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒

（住所）

（電話）

昼夜

- 単位時間 - 単位時間 - 単位時間 - 単位時間 - 単位時間 - 単位時間

年 62 単位 10 単位 52 単位 0 単位 0 単位 0 単位

30 人 20 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 ‐

総単位数 62

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

‐

うち必修授業時数 ‐

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 ‐

Webデザイナー、グラフィックデザイナー、営業職

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） ‐

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/graphic/

100
■進学者数 0
■その他

6

うち企業等と連携した演習の単位数 6

うち必修単位数 62

企業等と連携
した実習等の

実施状況
（Ａ、Ｂいず
れかに記入）

総授業時数 ‐

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 ‐

2 昼間 ※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

9
■地元就職者数 (F) 7
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

70

就職等の状況

■卒業者数 (C) 9
■就職希望者数 (D) 9
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
クライアントの要望に応じて、ポスターや販促グッズ、Webサイトなど幅広いデザインの企画・制作ができる技術を修得する。デザイナーとしてものを見る力、描く力、表現する
力、デザインの意図を明確に伝えるプレゼン力を身に付ける。

学科の特徴
（取得可能な資

格、中退率
等）

印刷物、Webページ、動画制作を通じてデザイン力や発想力を磨き、クライアントからの要望や様々な状況に対応できる総合力の高いデザイナーを育成する。取得可能な資
格：サーティファイIllustrator検定、サーティファイPhotoshop検定など

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業専門課程 グラフィックデザイン学科 平成21(2009)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッ
ジ

昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2-20

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性
（専任教員に
ついて記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 3

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ　副校長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
令和７年度 第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：００
令和７年度 第２回　令和８年２月１０日　１０：００～１１：３０

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

澁谷　寧音 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等の
専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程編
成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業等
専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討され
る。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ　校長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

卒業生のその後の動向について定期的に確認をしたり、卒業生に企業説明会などをお願いしてはどうかといったご意見や、
授業内でAIに奪われない独自性のあるデザインとは何かを考える授業を行ってはどうかという提案も頂いた。



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基準
について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者からの指
示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

マインド　mind　inc.

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
印刷技術全般の知識と技法、文字校正やルールの総合理解、印刷フローに欠かすことのできない知識を、講義・現場で
の実習をとおして学ぶ。打ち合わせを通してクライアントの意図を理解し、相手の希望に沿った適切なデザインを制作する方法
を学ぶ。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

コンテストの参加を通じて、データ
形式や色調補正技術等などの説
明を踏まえ、入稿データの問題点
や改善点のチェック。より実践的で
レベルの高い作品制作を行う。

デザインワークⅠ、Ⅱ

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

全教職員

令和８年３月１５日（日）15:30～16:30 対象： 当該学科選任教員

従来の映像表現では表現しきれなかった色の表現などについての講話。Adobeとも提携しておりAftter
Effectsなどでも今後使える機能を増やしていきたいといった内容。

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）研修等の計画

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

適切なフォントの選択や文字の間隔、行の高さなどの微調整による、読みやすさや視覚的な魅力向上につ
いての講話。

SDR画質をHDR画質へアップグレード。新世代の映像表現
について

連携企業等： Dolby Japan 株式会社

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理職
教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実施する
実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

デザインの基礎知識Vol.9クリエイターが知っておきたい紙
と印刷におけるタイポグラフィ

連携企業等： 株式会社クリーク･アンド･リバー社

令和７年７月１０日(木) 19:30～20:30 対象： 当該学科選任教員

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

採用担当者が説明する就職活動に有利なポートフォリオについての講話。

ポートフォリオはこうやってつくる！ 連携企業等： 株式会社クリーク･アンド･リバー社

令和８年６月８日（月）実施予定 対象： 当該学科選任教員

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象：



（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表して
いますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動が
不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた対応を
さらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく。



種別

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

社会福祉法人緑樹会 グループホーム癒音
管理者

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

上野　由弘 助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

今井　裕介

小倉　博之
一般社団法人全日本司厨士協会　徳島県本
部　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

小崎　みどり

加藤　仁 社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長

一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

所　　　属 任期

株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

河野　美枝子

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼
在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日



企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

教育関係
者

PTA

卒業生

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係
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習
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習
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任

1 ○
Illustrator
Ⅰ

Illustratorを使用して、さまざまなデザイ
ンを制作する。目的に応じてIllustratorの
機能を学習する。Illustratorスタンダード
検定に合格する。

1
前

- 2 ○ ○ ○

2 ○
ビジュアルコ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅠ・Ⅱ

グループワークやディスカッション、外部
企業との連携を通してデザインの総合力を
身に付ける。

１
前
後

- 4 ○ ○ ○

3 ○
Webデザイン
Ⅰ・Ⅱ

画像編集ソフトを使用して、ワークフロー
に沿った画像を作成。HTML,CSSの記述につ
いて学習する。

１
前
後

- 4 ○ ○ ○

4 ○
ベーシックデ
ザイン

アクリル絵具を使用した表現や平面構成な
ど、手描きをベースに表現方法を学ぶ。

1
前

- 2 ○ ○ ○ ○

5 ○
ドローイング
Ⅰ・Ⅱ

情報伝達手段としてのビジュアル・デザイ
ンに必要な基礎的知識と構成力を実習で学
ぶ。

１
前
後

- 3 ○ ○ ○

6 ○
色彩計画Ⅰ・
Ⅱ

色の種類やトーンの基礎を学び、理論に基
づいた配色ができるようになる。色彩検定
３級を取得する。

１
前
後

- 6 ○ ○ ○

7 ○
デザインワー
クⅠ・Ⅱ

クライアントを想定し、企画から制作、プ
レゼンテーションまでを実践的に練習す
る。

１
前
後

- 4 ○ ○ ○ ○

8 ○ PhotoshopⅠ
Photoshopの基礎と操作を理解し、目標とな
る の 画像 を作 成す る。 目的 に応 じて
Photoshopの機能を使用する。

1
後

- 1 ○ ○ ○

9 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

３ＫＡＮ（１．自己効力感、２．成長実
感、３．学び続ける習慣）により企業が求
める人材を育成する。

1
後

- 1 ○ ○ ○

10 ○
動画制作演習
Ⅰ

コンピュータを用いた映像編集の基礎を学
び、WebやSNSなどで展開できる映像作品制
作について学ぶ。

1
後

- 2 ○ ○ ○

11 ○ 修了制作
1年間の集大成として、テーマポスターを制
作します。企画書の提案からラフ、完成ま
での総合演習。

1
後

- 2 ○ ○ ○

12 ○ 就職実務
就職試験の面接を想定し、挨拶や自己Ｐ
Ｒ、グループディスカッションの完成と、
模擬面接の演習を行う。

1
後

- 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 グラフィックデザイン学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

３KAN教育（自己効力感、成長実感、学び続
ける習慣）を実践しながら学習する。

２
前

- 1 ○ ○ ○

14 ○
デザインワー
クⅢ・Ⅳ

自由な発想でアイデア力を養い、さまざま
な広告やセールスプロモーショングッズの
企画からデザイン、完成サンプルづくりま
でを一貫して学ぶ。

２
前
後

- 6 ○ ○ ○

15 ○
メディアデザ
イン演習

企業や自治体との連携課題へ取り組み、実
践的にデザイン業務を学ぶ。

２
前

- 2 ○ ○ ○

16 ○
ビジュアル表
現Ⅰ・Ⅱ

さまざまなイラスト表現を学び、デザイン
素材として活用する。シチュエーションに
あったイラスト（物語、季節、感情表現
他）の描き方を学ぶ。

２
前
後

- 4 ○ ○ ○

17 ○
Webデザイン
Ⅲ

1年次に学んだWebソフトを使用し、より実
践的なWebサイトの制作を行う。

２
前

- 2 ○ ○ ○

18 ○
動画制作演習
Ⅱ

クライアントの要望を反映し、訴求力の高
いデザイン制作を学ぶ。

２
前

- 2 ○ ○ ○

19 ○
Illustrator
Ⅱ

1年次に学んだIllustratorのスキルを活か
して、より実践的な印刷物のデザインを行
う。

２
前

- 2 ○ ○ ○

20 ○ ビジネス実務
社会人に欠かせないビジネスマナーと接客
技術、一般知識を学ぶ。

２
前

- 1 ○ ○ ○

21 ○ PhotoshopⅡ
1年次に学んだPhotoshopのスキルを活かし
て、より実践的な写真のデザインを行う。

２
後

- 2 ○ ○ ○

22 ○ 情報モラル
著作権や肖像権などに対する知識とコンプ
ライアンス意識を持ち、法令を遵守するこ
とでトラブルを防ぐことができる。

２
後

- 2 ○ ○ ○

23 ○ InDesign
標準ページデザインソフトとして出版業界
に普及しているInDesignを用いて、デザイ
ン性の高い冊子の効率的な制作を学ぶ。

２
後

- 2 ○ ○ ○

24 ○ 卒業制作

２年間の総決算となる授業です。クライア
ントを想定し、ポスターやチラシ、Web、
パッケージなど幅広い展開の作品を制作す
る。

２
後

- 3 ○ ○ ○

31

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 62 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 63 単位 11 単位 52 単位 0 単位 0 単位 0 単位

30 人 32 人 人 0 % 10 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 63

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

CAST株式会社　イラストレーター

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/anime/

73
■進学者数 0
■その他

自己都合

1

うち企業等と連携した演習の単位数 1

うち必修単位数 63

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和７年度卒業生）

8
■地元就職者数 (F) 6
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

75

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 11
■就職希望者数 (D)　　　　　： 8
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
マンガ・イラスト制作に必要な専門知識および技術を習得するとともに、Photoshop検定の取得を通して画像作成・編集技術を身につける。さらに、豊かな感性と表現力を養
い、イラスト・漫画コンテストでの受賞や雑誌掲載を目指す。また、創作活動を通して、将来のイラストレーター・漫画家としてのデビューを目指す。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

教育内容：プロのマンガ家やイラストレーターを目指す学生を対象に、実践的な技術や知識を中心としたカリキュラムが組まれています。
　　　　　　　主に、Adobe系ソフト（Photoshop、Illustrator、Premiere Pro など）の操作、Clip Studioなどの応用技術、キャラクターデザイン（個性のあるキャラ作り）
　　　　　　　ネーム（コマ割り・ストーリーボード）、ペン入れ、ベタ、トーン処理、デッサン（人物・静物・背景）、クロッキー（短時間でのスケッチ練習）
　　　　　　　パースや構図の基本、人体（骨格、関節、筋肉）、アニメーション（キャラクターの動画制作）、3D制作（Autodesk Maya ）、WEB（ホームページの作成）
取得可能資格：サーティファイPhotoshop検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業専門課程 マンガ・イラスト学科 平成30(2018)年度 - 令和8年3月31日

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

７７０－０８５２

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

③

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月21日　11：00～12：00
第２回　令和８年２月10日　10：20～11：50

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

熊谷　昭史 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行
う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等
の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程
編成委員会を設置し、定期的に開催する。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企連携科目において、作品制作のポイントや改善点を指導頂ける企業と連携し、効果的な就活作品になる方法を実務経験
者の意見を交えながら養成する事を目的とする。また、必要な技術についても意見を頂き、学生のレベルアップを図る。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

現状のカリキュラムについては問題はないものの、学生作品の発表の場を持ち、アウトプットしたり、多くの人と接触を持ち、
それぞれの作品のアピールできる力をつける必要があるとの意見をいただいた。マンガ、イラスト、それぞれの専門性を高
めるカリキュラムとし、委員と協力をしながら、発表の場を増やす機会を模索していくこととした。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

生成AI機能でパワーアップしたIllustratorやPhotoshopの従来機能について

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理
職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実
施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

アドビ最新生成AI機能まるわかりセミナー 連携企業等： 株式会社TOO

令和７年８月７日（木） 対象： 提携校教員

科　目　名 連　携　企　業　等

合同会社STUDIO SOL

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

3DソフトMayaを使用し、宝箱、タ
ル、ティーポットのモデリング、テク
スチャーの作成。

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

InDesign・PDF・生成AI入門 連携企業等： 株式会社TOO

令和８年６月５日（金） 対象： 提携校教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

InDesignとPDFの基礎知識から、データチェックのポイント

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

デジタルデザインⅡ

科　目　概　要



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表して
いますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか
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教育関係
者

ＰＴＡ

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期
令和８年6月１日現在

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会
参与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

東條　毅 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育
・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○ マンガ基礎
各種ペンの使い方、スクリーントーンの貼
り方など、マンガを描くための基礎技術を
学び、マンガ原稿を作成できる。

１
前

‐ 4 ○ ○ ○

2 ○ 背景パース
各種透視法を用い、立体的な空間描画がで
きる。

１
前

‐ 1 ○ ○ ○

3 ○ デジタル基礎
Photoshopの基礎操作を学び、マンガ・イラ
スト作品、グラフィックデザイン作品に活
かすことができる。

１
前

‐ 4 ○ ○ ○

4 ○ ＣＧ演習
3Dソフトmaya,動画編集ソフトpremierepro
の基本操作の習得

１
前

‐ 1 ○ ○ ○

5 ○
デ ジ タ ル ド
ローイング

ClipStudioの基本操作を学び、デジタルで
マンガやイラスト表現ができる。

１
前

‐ 1 ○ ○ ○

6 ○
マンガデッサ
ン

人体構造を理解した上で、マンガ的なキャ
ラクターの描き方を学ぶ。

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

7 ○
イラストレー
ションⅠ

アクリル・水彩絵の具、コピックの使い方
を学び、イラストレーションが描ける。

１
前

‐ 1 ○ ○ ○

8 ○
デジタル演習
Ⅰ

illustratorの基礎操作を学びグラフィック
デザインの作品を制作

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

9 ○
ドローイング
Ⅰ

デッサンを通して、対象物の形や質感、陰
影を正確に捉え、マンガやイラスト表現に
生かすことができる。

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

10 ○
デジタル演習
Ⅱ

Photosho、illustratorを使用しデザインや
イラスト作品の制作。

１
後

‐ 1 ○ ○ ○

11 ○
ドローイング
Ⅱ

デッサンを通して、対象物の形や質感、陰
影を正確に捉え、マンガやイラスト表現に
生かすことができる。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

12 ○
キャラクター
演習Ⅰ

ストーリーや世界観にマッチした魅力的な
キャラクターを設定し、描くことができ
る。

１
後

‐ 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

(工業専門課程　マンガ・イラスト学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
キャラクター
デザイン

骨格や筋肉の構造を理解し、キャラクター
（人・動物・機械など）の顔や身体を、対
象を見ずに書くことができる。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

14 ○
デジタルデザ
インⅠ

Illustratorや Photoshopを使用して、コ
ミックグッズやグラフィック作品を制作で
きる。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

15 ○ 情報モラル
クリエイターやコンテンツ制作に従事する
者が知っておかなければならない権利や法
律について、事例を踏まえながら学ぶ。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

16 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

３ＣＡＮ（１．自己効力感、２．成長実
感、３．学び続ける習慣）により企業が求
める人材を育成する。

１
後

‐ 1 ○ ○ ○

17 ○ 作品制作演習
前期で学んだ基礎技術を用いて８ページ以
上のマンガ、イラストレーション作品を作
成し、コンテストへ応募する。

１
後

‐ 4 ○ ○ ○

18 ○ 就職実務
就職試験の面接を想定し、挨拶や自己ＰＲ
の完成と、グループディスカッション、模
擬面接の演習を行う。

１
後

‐ 1 ○ ○ ○

19 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

職業人としての心構えや接遇マナー、文書
作成の知識など、将来現場で必要となるビ
ジネスマナーの基本を学ぶ

２
前

‐ 1 ○ ○ ○

20 ○
ドローイング
Ⅲ

デッサンを通して、対象物の形や質感、陰
影を正確に捉え、マンガやイラスト表現に
生かすことができる。

２
前

‐ 2 ○ ○ ○

21 ○
作品投稿演習
Ⅰ

学んだ基礎技術を用いてマンガ作品、イラ
ストレーション作品を作成し、コンテスト
へ応募する。

２
前

‐ 3 ○ ○ ○

22 ○
イラストレー
ションⅡ

キャラクターデザイン、イラストレーショ
ン作品の制作。

２
前

‐ 2 ○ ○ ○

23 ○
キャラクター
演習Ⅱ

ストーリーや世界観にマッチした魅力的な
キャラクターを設定し、描くことができ
る。

２
前

‐ 2 ○ ○ ○

24 ○
デジタルデザ
インⅡ

3Dソフト Mayaを使用し、宝箱、タル、
ティーポットのモデリング、テクスチャー
の作成。

２
前

‐ 1 ○ ○ ○ ○

25 ○
Webデザイン
Ⅰ

HTML･CSSの基礎を学び、Webサイトをカスタ
マイズできる。Wordpressを利用した情報サ
イトやWebポートフォリオが制作できる。

２
前

‐ 1 ○ ○ ○

26 ○
アニメーショ
ン制作演習Ⅰ

AfterEffectsを使用して、WebやSNSを媒体
としたPVなどの動画制作ができる。

２
前

‐ 2 ○ ○ ○

27 ○
クリエイティ
ブ演習

3DソフトMAYAを使い立体造形の作成。
２
前

‐ 1 ○ ○ ○



28 ○
作品投稿演習
Ⅱ

学んだ基礎技術を用いてマンガ作品、イ
ラストレーション作品を作成し、コンテス
トへ応募する。

２
後

‐ 3 ○ ○ ○

29 ○ 卒業制作
学んできた技術を用いてイラスト、マンガ
制作を行い、完成後、展示会を行う。

２
後

‐ 3 ○ ○ ○

30 ○
イラストレー
ションⅢ

キャラクターデザイン、イラストレーショ
ン作品の制作。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

31 ○
デジタルデザ
インⅢ

3DソフトMayaを使用し、キャラクターのモ
デリング、テクスチャーの作成。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

32 ○
Webデザイン
Ⅱ

HTML･CSSの基礎を学び、Webサイトをカスタ
マイズできる。Wordpressを利用した情報サ
イトやWebポートフォリオが制作できる。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

33 ○
アニメーショ
ン制作演習Ⅱ

AfterEffectsを使用して、WebやSNSを媒体
としたPVなどの動画制作ができる。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

34 ○○○ ○○○○○ ○ ○ ○
33

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 63 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

－ 単位時間 － 単位時間 － 単位時間 － 単位時間 － 単位時間 － 単位時間

年 97 単位 52 単位 1 単位 44 単位 － 単位 － 単位

90 人 45 人 人 0 % 6 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 3

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 3

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数 －

歯科診療所

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/103127/

93
■進学者数 0
■その他

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数 －

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 －

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和7年度卒業生）

15
■地元就職者数 (F) 9
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

60

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 16
■就職希望者数 (D)　　　　　： 15
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和8年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 歯科疾患予防や診療の補助、口腔衛生管理・口腔機能についての知識と技能を習得し、地域社会・歯科医療の現場で幅広く活躍できる歯科衛生士を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

総合学習(Ⅰ～Ⅴ）、総合演習（ⅠⅡ）を取り入れ、乳幼児から高齢者への対応、ライフステージことの口腔衛生管理の演習を行う。臨床実習（Ⅰ～Ⅳ）、臨地実習（ⅠⅡ）
では歯科医院・病院・介護施設現場での歯科の役割、口腔の問題点、改善方法を学び、地域社会で活躍できる総合力を身につける。
歯科衛生士免許

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

医療専門課程 歯科衛生士科 平成21(2009)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

医療



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（8～10月、2～3月）

（開催日時（実績））
第1回　令和7年8月21日　11：00～11：50
第2回　令和8年2月10日　10：00～11：30

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

井口　和美 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を
行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体
等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育
課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。]

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

講義・学内実習で学んだ知識に基づいて、患者との人間的な関わりを深め、患者のニーズに関する理解力や判断力を養
う。現場の歯科衛生士の業務内容を理解し、学内実習や学習に活かしていく。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

歯科衛生士学校の定員が割れる学校が全国的に多い。県内の歯科医院グループでは歯科衛生士の認知を高めるために
高校の訪問したり、歯科医院での体験授業などを取り入れた活動をしているとのことであった。また、今後の課題としては、
学校と地域の歯科医院との連携を強め、県内就職をもっと進めていくことを考えていかなければならない。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

令和年7年12月21日（日）10：00～12：45 対象： 歯科衛生士

「口腔衛生指導と生活習慣指導」　歯周病の基本技術とe-ラーニング

歯科衛生士専任教員講習会Ⅴ 連携企業等： 全国歯科衛生士教育協議会

令和7年11月15日（土）～11月16日（日）9：00～17:40

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 専門学校徳島穴吹カレッジ

令和年7年8月20日（水）11：00～12：00 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

「顎関節に対して歯科衛生士が知っておくこと、できること」

令和7年度　第4回徳島県歯科衛生士会生涯研修 連携企業等： 徳島県歯科衛生士会

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管
理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の
実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

令和7年度徳島県歯科衛生士会生涯研修 連携企業等： 徳島県歯科衛生士会

令和7年4月27日（日）10：00～12：10 対象： 歯科衛生士

科　目　名 連　携　企　業　等

臨地実習Ⅰ～Ⅱ

介護老人保健施設
三成会キュアセンター

特別養護老人ホーム　千歳苑

中川歯科医院    東洋歯科医院

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

保育・介護の現場において年齢に
応じた対応・介護などを体験し学
習する。また、ライフワークに合わ
せた口腔管理について学ぶ

学内で学んだ知識・技術・倫理（態
度）を歯科医療現場で体験し、歯
科衛生士の役割を学ぶ

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和7年5月19 日（月） 対象： 全教員

歯科衛生士専任教員講習会 連携企業等： 全国歯科衛生士教育協議会

令和8年8月24日（月）～28日（金） 対象： 歯科衛生士教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

変わりゆく教育カリキュラムに対応できる、専任教員の資質・知識向上のための講習会

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和8年4月10日（金） 対象： 全教職員

臨床実習Ⅰ～Ⅳ

科　目　概　要

対象： 歯科衛生士教員

予防・在宅歯科医療等対応教員養成講習（講習会Ⅴ）



（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められています
か
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



種別

企業等委
員

企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員
企業等委
員

企業等委
員

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な
運営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表し
ていますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日



企業等委
員
企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
教育関係
者

ＰＴＡ

卒業生

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書
（９）学校評価 ・自己評価・学校関係者評価の結果 ・評価結果を踏まえた改善方策
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 ・学校行事への取組状況 ・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）
（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況
（７）学生納付金・修学支援 ・学生納付金の取扱い ・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育 ・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生数 ・カリキュラム、時間割、年間の授業計画 ・進級・卒業の要件 ・資格取得、検定試験合格等の実績 ・卒業者数、卒業後の進路
（３）教職員 ・教職員数（職名別） ・教職員の組織、教員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・キャリア教育への取組状況 ・実習・実技等の取組状況 ・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ・学校名、所在地、学校の沿革、歴史 ・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画 ・経営方針

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○ 情報処理概論
パソコンの基礎、利用方法について理解し
ます。メール・インターネットなど身近な
ＩＴについて学びます。

１
前 −

2 ○ ○ ○

2 ○ 生物学

「生命とはなにか」という一般的な知識を
築いたうえで、人間の体の成り立ちや働き
を探究する生命科学のさまざまな分野へと
知識を発展させていくことを学びます。

１
前 −

1 ○ ○ ○

3 ○ 心理学
心理学に関する基礎を学び、医療従事者と
して必要な知識や人間理解力を深めます。

２
前 −

1 ○ ○ ○

4 ○ 外国語
歯科医院での業務を想定し、歯科専門単
語、アポイントメント時の会話、電話対応
について習得します。

１
前 −

2 ○ ○ ○

5 ○ 接遇マナー
電話対応、敬語、謙譲語など社会人として
身につけておくべきことを基礎から学びま
す。

１
後 −

2 ○ ○ ○

6 ○
歯科衛生学統
計

歯科保健のまざまな統計について、グラフ
の読み方や作り方、データーを解析するな
ど統計の仕組みを理解します。

３
後 −

1 ○ ○ ○

7 ○
キャリア
デザイン

現代に求められる「自身の考えを組み立
て、表現する力」を身につけます。身につ
けた力を就職活動に活かし自身のキャリア
とは何かを考えます。

２
前 −

1 ○ ○ ○

8 ○ 解剖学
人体の構造と機能の基本的知識について学
びます。

１
前 −

2 ○ ○ ○

9 ○ 組織・発生学
歯・口腔の構造及びその周囲組織の、発生
学にいての知識を身につけます。

１
前 −

1 ○ ○ ○

10 ○ 生理学
人体の機能と構成、ホルモンなどの基礎を
学びます。

１
前 −

1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程 歯科衛生士科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



11 ○ 口腔解剖学Ⅰ
口腔周囲を形成する顎骨・筋肉・血管・神
経やヒトの歯の形態について学びます。

１
後 −

2 ○ ○ ○

12 ○ 口腔解剖学Ⅱ
歯牙の特徴と形態を学び、デッサンから歯
型彫刻まで行います。

１
後 −

1 ○ ○ ○

13 ○ 口腔機能学

摂食嚥下の一連の機能を学び、誤嚥が起こ
るメカニズムについて理解します。高齢者
の嚥下機能改善についての知識を深めま
す。

２
後 −

2 ○ ○ ○

14 ○ 病理学
病因と病態の成り立ちを理解するために、
基礎的な考え方、用語について学びます。

１
前 −

2 ○ ○ ○

15 ○ 微生物学
微生物の一般的性状、病原因子の基礎的知
識、感染と防御機構について学びます。

１
前 −

2 ○ ○ ○

16 ○ 薬理学
薬物の法律による分類や定義、作用・副作
用について学びます。

１
後 −

2 ○ ○ ○

17 ○ 健康
健康と社会を結びつけて考え、現代社会に
おける健康支援として必要な、全身疾患に
ついての知識を習得します。

１
前 −

1 ○ ○ ○

18 ○ 口腔衛生学
歯と口腔の疾患異常の予防及び健康増進、
疫学と歯科保健統計並びに地域歯科保健活
動に関する知識について学びます。

１
前 −

1 ○ ○ ○

19 ○
公 衆 衛 生学
Ⅰ・Ⅱ

人々をとりまく環境下、また、社会生活・
社会制度の下で、健康を保持増進するため
に必要な事項に関する知識について学びま
す。

１
前
後

−
2 ○ ○ ○

20 ○
衛生行政・
社会福祉

人々をとりまく環境下で、また、社会生
活・社会制度の下で、健康を保持増進する
ために必要な事項に関する知識について学
びます。

３
前 −

1 ○ ○ ○

21 ○
栄養指導・
生化学

食生活指導に必要な栄養素と生化学等の基
本的知識について学びます。またバランス
の良い食生活について考え、歯科保健指導
を行ううえで必要な能力を育てます。

１
前 −

2 ○ ○ ○

22 ○
歯科衛生士概
論

歯科衛生士が業務を行うために必要な業務
内容、倫理、チーム医療、保健・医療・福
祉との連携について学びます。

１
後 −

1 ○ ○ ○

23 ○ 職業倫理学
歯科衛生士としての態度や心構えなどを身
につけ、医療人としての倫理観について学
びます。

１
前 −

1 ○ ○ ○

24 ○ 保存修復学
保存療法の種類、対象となる疾患、口腔検
査、適応症、修復手順を理解し診療業務内
容を習得します。

１
後 −

1 ○ ○ ○



25 ○ 歯内療法学

歯髄病変の歯周組織、顎骨、全身への波及
経路を学び、その治療法について理解しま
す。また、歯科器材の用途、診療の補助に
ついても学びます。

１
後 −

1 ○ ○ ○

26 ○ 歯周療法学

正常な歯周組織構造を理解し、歯周疾患の
病変の進行について学びます。診断、診
査、治療、患者へのサポート、メインテナ
ンスの役割を理解します。

１
後 −

1 ○ ○ ○

27 ○ 歯科補綴学
顎口腔の解剖学・機能的基礎について学
び、歯牙欠損に伴う口腔の変化と機能につ
いて理解します。

１
後 −

1 ○ ○ ○

28 ○ 口腔外科学
外科処置での清潔・不潔域の基礎を学びま
す。症例から術式や、歯科衛生士の役割に
ついて理解します。

１
後 −

1 ○ ○ ○

29 ○ 歯科麻酔学
麻酔の種類・効果・全身への影響について
の基礎を理解します。またAEDの取り扱いに
ついても演習を交えて学びます。

１
後 −

1 ○ ○ ○

30 ○ 臨床検査学
患者の身体の状況を十分に把握し、また理
解する能力を養うために必要となる臨床検
査のデータについて学びます。

２
後 −

1 ○ ○ ○

31 ○ 矯正歯科学
不正咬合の定義・特徴・治療の流れを学
び、患者のサポート・歯科衛生士の役割を
理解します。

１
後 −

1 ○ ○ ○

32 ○ 小児歯科学

小児の心身・顎顔面頭蓋の正常発育・各年
齢の特徴について学習します。診療時の小
児への対応や診療手順について学び、歯科
衛生士の役割を理解します。

１
後 −

1 ○ ○ ○

33 ○ 歯科放射線学

エックス線撮影の原理とそれに伴う被曝に
ついて学習します。撮影準備・フィルム管
理について学び、歯科衛生士の役割を理解
します。

２
前 −

1 ○ ○ ○

34 ○
高齢者・障が
い 者 歯 科学
ⅠⅡ

高齢者・障がい者の身体的特徴を学び、歯
科的支援に対しての知識や技術を学びま
す。

３
前
後

−
2 ○ ○ ○

35 ○
歯科予防処置
論ⅠⅡ

う蝕や歯周病についての基礎知識を身につ
け、付着している歯垢や歯石の除去、フッ
化物塗布などの技術を習得します。

１
前
後

−
3 ○ ○ ○

36 ○
歯科予防処置
論ⅢⅣ

歯周病予防技術 グレーシーの取り扱い・
ポジションを中心とした学習を行います。
相互実習では、患者対応演習、治療の流れ
を学びます。

２
前
後

−
2 ○ ○ ○

37 ○
歯科予防処置
論ⅤⅥ

う蝕予防（フッ化物取り扱い・う蝕活動性
試験・小窩裂溝塡塞）を総合的に学ぶ。国
家試験問題対策を行います。

３
前
後

−
3 ○ ○ ○

38 ○
歯科保健指導
論
ⅠⅡ

口腔の健康な状態・病態などを理解し、ブ
ラッシング指導、食事指導、生活習慣指導
の基礎を学びます。

１
前
後

−
2 ○ ○ ○

39 ○
歯科保健指導
論
ⅢⅣ

ライフステージに合わせた歯科保健指導を
学習。保育園・幼児に対しての集団保健指
導を実施、対応や態度を学びます。

２
前
後

−
2 ○ ○ ○



40 ○
歯科保健指導
論
ⅤⅥ

地域歯科保健指導活動のフィールドについ
て学ぶ。高齢者への歯科保健指導では口腔
機能管理、機能低下の指導・検査について
学習します。

３
前
後

−
3 ○ ○ ○

41 ○
歯科診療補助
論
ⅠⅡ

診療補助概念、診療補助範囲の法的な変化
を学び、また、感染予防対策における滅
菌・消毒・洗浄の基礎知識・歯科診療で取
り扱う材料などの知識を習得します。

１
前
後

−
3 ○ ○ ○

42 ○
歯科診療補助
論
ⅢⅣ

歯科材料の印象材・セメント類などの基礎
的学習を行い、仮封、隔壁、印象材練和な
ど実習を交え技術を習得します。

２
前
後

−
3 ○ ○ ○

43 ○
歯科診療補助
論
ⅤⅥ

１・2年で習得した知識、技術を総合的に履
修し
更に知識を深めます。国家試験対策とし
て、過去出題された、診療補助問題につい
て学習します。

前
後 −

3 ○ ○ ○

44 ○ 臨床実習ⅠⅡ

歯科医療現場での歯科衛生士の役割・診療
補助業務を見学、治療の流れを理解しま
す。また、現場での患者対応、コミュニ
ケーションを実践します。

２
前
後

−
9 ○ ○ ○ ○

45 ○ 臨床実習ⅢⅣ

う蝕・歯周病についての歯科予防処置法を
理解します。ライフステージに応じた歯科
保健指導を見学し、年齢に応じた問題点や
改善点を理解し実践します。

３
前
後

−
9 ○ ○ ○ ○

46 ○ 臨地実習Ⅰ

保育・学校など地域社会の中での歯科衛生
士の役割を理解します。また、子どもの成
長と口腔内発育について理解し、年齢に応
じた歯科保健指導を行います。

２
前
後

−
1 ○ ○ ○ ○

47 ○ 臨地実習Ⅱ

高齢者への対応を学習し、現場での歯科衛
生士の役割りを学びます。介護福祉施設等
での口腔機能改善の取り組みや口腔衛生管
理見学、実践を行います。

３
前
後

−
1 ○ ○ ○ ○

48 ○ 総合演習ⅠⅡ
1年次で履修した基礎学習を踏まえ、総合的
な患者対応ができるよう、医療面接法・総
合演習を行います。

２
前
後

−
1 ○ ○ ○

51

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間
（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
1.原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
2.厚生労働省が定めた各科目の授業時間数を満たしていること。

履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 97 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 65 単位 19 単位 44 単位 2 単位 0 単位 0 単位

80 人 69 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 2

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 65

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 2

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

美容師、ネイリスト、アイリスト、エステティシャン

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

2

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/beauty/

100
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数 65

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間 ※単位時間、単位いずれかに記
入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

14
■地元就職者数 (F) 4
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

28

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 14
■就職希望者数 (D)　　　　　： 14
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
美容師国家資格を取得する。実習や競技会を通してトータルビューティを提供するための知識と技術の習得・向上を図る。また、プロとしてサロンワークに欠かせない教養とマインド・
マナーを身に付ける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

美容師国家試験取得に向けての学習、美容業界で活躍できる人材の育成
美容師国家試験、色彩検定、サービス接遇マナー、ネイリスト検定、まつ毛エクステンション検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生専門課程 美容学科 平成21(2009)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町２－２０
770-0852

088(653)3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

衛生



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてその担
当する教育等に従事した者であって、当該専門課程の修業年限
と当該業務に従事した期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 1

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能
力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

③

③

①

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：００
第２回　令和８年２月１０日　１０：００～１１：００

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編
成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等の専
門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程編成委員
会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業等専門
家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討される。検討結
果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

齋藤　佳容子 株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役社長 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会　会員 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大杉　和人 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

特別授業として和装の花嫁を想定した白無垢の着付けから、髪型・メイクまでを一連で行う実践的な授業を実施したい。
学生モデルを使用することで、実際の現場に近い形での対応力や段取り、トータルコーディネートの理解を深めることができる。
これにより、技術面だけでなく、花嫁への配慮や所作、時間管理など、就職後に求められる実践力の向上が期待できる。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ヘアセット技術

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理職教
職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実施する実務
研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

令和７年度即戦力養成講習会 連携企業等： 日本理容美容教育センター

令和７年１２月２２（月）、２３日（火）、２４（水） 対象： 美容教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基準につ
いて定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者からの指示・指
導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

マホラ、ブラン、ノアドココ他

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実際の美容サロンで接客、アシスタントとしての実践的な業務を体験し、美容師としての必要な知識、技術を学ぶ。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習（４
に該当するものを除く。）

美容サロンにおいて実践的な業務
を体験し、美容師として求められる
知識・技術を習得する。

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

令和８年度技術講習会 連携企業等： 日本理容美容教育センター

令和８年１２月２２（火）、２３日（水）、２４（木） 対象： 美容教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

クリエイティブスタイル

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

インターンシップ

科　目　概　要



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されています
か
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）につ
いて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定され
ていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、
評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認して
いますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動が不
十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた対応をさら
にすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っていま
すか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表して
いますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っています
か
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県本部
会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参与
兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子 株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役社長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関す
る情報を提供していること。」関係
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修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技
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内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○ 衛生管理
公衆衛生の維持と増進への責務の重要性を
理解し感染症の正しい知識と予防の方法を
学ぶ。

１
後
２
通

90 3 ○ ○ ○

2 ○ 保健
皮膚、毛髪等を主とする人体の構造、機能
に関する科学的、系統的知識を美容技術と
関連させ学習する。

１
後
２
通

90 3 ○ ○ ○

3 ○ 香粧品化学

物理…力、熱、光、電気を軸に用具、機器
の操作に必須条件であることを学ぶ。
化学…業務で使用する薬剤、香粧品につい
て学ぶ。

１
後
２
通

60 2 ○ ○ ○

4 ○ 文化論
髪型、化粧、服装の変遷流行を学び社会背
景や時代の要請を結び付け流行のメカニズ
ムを学ぶ。

１
後
２
前

60 2 ○ ○ ○

5 ○ 美容技術理論
理論が技術を磨き、技術で理論の正しさを
知る。よって、パーマネント等の知識を学
ぶ。

１
２
前
後

150 5 ○ ○ ○

6 ○ 美容実習
国家試験課題を中心に美容室で提供される
技術を習得する。

１
２
前
後

900 30 ○ ○ ○

7 ○
エステティッ
ク技術

フェイシャルの基本テクニックや美容室で
提供される技術を習得する。

１
前

60 2 ○ ○ ○

8 ○
ネイリスト実
習

ネイルケア、カラーリング等３級ネイリス
ト検定取得を目指し技術を学ぶ。

１
前

60 2 ○ ○ ○

9 ○
パーソナルカ
ラー

色彩の基礎からファッションまで学習し検
定取得を目指す。

１
前

30 1 ○ ○ ○

10 ○
ビューティビ
ジネス実務

ビューティビジネスに必要な知識マナーを
身につけ、検定取得を目指す。

１
前

30 1 ○ ○ ○

11 ○ メイクアップ
スキンケアからフルメイクやブライダルメ
イクまでサロンワークを意識したメイク
アップ技術を習得する。

１
後

60 2 ○ ○ ○

12 ○
社会人基礎講
座

書類作成、面接練習等就職活動に必要な知
識とマナーを身につける。

１
後
２
前

46 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程 美容学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
イ ン タ ー ン
シップ

県内外の美容室にて実務をし、学校では学
べない仕事を経験する。

１
後
２
前

60 2 ○ ○ ○ ○

14 ○
まつ毛エクス
テンション

衛生的、安全にまつ毛エクステンションを
装着する技術を身に付け検定合格を目指
す。

１
前

30 1 ○ ○ ○

15 ○
関係法規・制
度

美容師法を学び美容所開設に必要な手続
き、罰則等を学ぶ。

２
前
後

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 美容運営管理
経営戦略、マーケティング、経営管理、労
務管理等経営に参画することにより働く上
での義務や権利を学ぶ。

２
前
後

30 1 ○ ○ ○

17 ○ サロンワーク
実践的なサロンワークに必要なシャンプー
やヘアアレンジなどを学ぶ。

２
後

148 4 ○ ○ ○

18 ○
選 択 （ ネ イ
ル・ブライダ
ル・エステ）

より深くそれぞれの分野を学習するため選
択し応用力を身につける。

２
前

46 1 ○ ○ ○

19 ○ 就職実務
社会人基礎講座で学んだことを実践として
活用することを目指す。

１
後

30 1 ○ ○ ○

19

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 65 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 69 単位 33 単位 36 単位 単位 単位 単位

50 人 36 人 人 0 % 3 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088-653-3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

衛生 衛生専門課程 パティシエ・ベーカリー科 平成22(2010)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
製菓衛生師免許［国家資格］を取得する。和菓子・洋菓子・パン作りの確かな技術と、裏付けとなる理論や衛生・栄養に関する知識を習得する。食の提供者として、食の安全
と人々の健康を守るモラルと責任感も身につける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

人々に喜んでいただける食を提供するための知識と技術を身につける。多くの和菓子、洋菓子、パン作りの実習授業を行いつつ、知識を習得した技術者を育てる。また、社
会人としての常識を身につけるため、ビジネスマナーや店舗の運営方法を学ぶ。
製菓衛生師［国家資格］受験資格取得

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

19
■地元就職者数 (F) 15
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

79

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 21
■就職希望者数 (D)　　　　　： 19
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

パティシエ、ブーランジェ

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/pastry/

90
■進学者数 0
■その他

2名（自主活動）

1

うち企業等と連携した演習の単位数 1

うち必修単位数 69

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 69

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 4

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 8

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

コンクール出展を視野に入れた実習内容を検討。
マジパンやパイピングはコンクールにおいて重要な評価対象となることが多く、これらの技術を習得することは、コンクール
への積極的な参加を促し、学生の目標意識を高める上で有効である。
コンクールへの挑戦は、学生にとって実践的な目標となり、モチベーションを高める要因となりえる。
教員が技能検定の資格を取ることで、より専門的な知識を学生に教える。
これを受けて、コンテスト出場に向けた授業内容を盛り込むこととした。

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等
の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程
編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：４０
第２回　令和８年２月１２日　１０：００～１２：００

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

四宮　美佳 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

カフェ演習

科　目　概　要

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

洋菓子・和菓子実習の教授方法について

製菓技術研修会 連携企業等： 全国製菓衛生師養成施設協会

令和８年８月４日（火） 対象： 当該学科専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

有限会社　オハラ

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
長年、カフェ・飲食店に携わっている熟練の職人から、実務に即した技術と知識を学ぶ。
実践的な製造工程と高度なカフェ技術を習得する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

カフェ・レストランにおける飲料の
基本的な知識、サービス実技を身
につける。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

コーヒーの知識や淹れ方について講義を受け、実践。
豆の種類、焙煎方法による味の違いやスイーツとのマリアージュも学び、筆記試験と実技試験において評価を行う。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

洋菓子・和菓子実習の教授方法について

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理
職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実
施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

製菓技術研修会 連携企業等： 全国製菓衛生師養成施設協会

令和７年８月６日（水） 対象： 当該学科専任教員

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援



種別

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表して
いますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

令和８年6月１日現在

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）
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員
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教育関係
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ＰＴＡ

卒業生松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

加藤　仁



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ 衛生法規 食品衛生法を中心とした法体系を理解する
1
後

- 1 ○ ○ ○

2 ○ 公衆衛生学
疾病予防、健康維持増進の意義と重要性を
理解する

1
前
後

- 2 ○ ○ ○

3 ○ 食品学
食品の機能性や食べ物のおいしさ、食品成
分の特徴について理解する

1
前
後

- 2 ○ ○ ○

4 ○ 食品衛生学
食中毒・消毒法・食品添加物などについて
学ぶ

1
前
後

- 4 ○ ○ ○

5 ○ 栄養学
栄養素の働きについて理解し、食生活を通
した健康についての知識を身につける

1
前
後

- 2 ○ ○ ○

6 ○ 社会 菓子の歴史や菓子の役割について学習する
1
後

- 1 ○ ○ ○

7 ○ 製菓理論
菓子製造に欠かせない原材料の知識を身に
つける

1
前

- 3 ○ ○ ○

8 ○ 製菓実習
洋菓子、和菓子、ベーカリーの基本的な製
菓技術を学ぶ

1
前
後

- 16 ○ ○ ○ ○

9 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

職業人としての心構えや接遇マナー、文書
作成の知識など、将来現場で必要となるビ
ジネスマナーの基本を学ぶ

1
後

- 1 ○ ○ ○

10 ○ 就職実務
就職活動について、企業訪問、面接など実
践的に学ぶ

１
後

- 1 ○ ○ ○

11 ○ 国家試験対策 製菓衛生師試験合格を目指す
2
前

- 12 ○ ○ ○

12 ○
ベ ー カ リ ー
Ⅰ・Ⅱ

製法にこだわった技術の習得や、創作パン
にも挑戦する

2
前
後

- 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

衛生専門課程　パティシエ・ベーカリー学科
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
創作菓子Ⅰ・
Ⅱ

洋菓子の基本を身につけた後、自分で考え
たオリジナルのお菓子を製作する

2
前
後

- 10 ○ ○ ○

14 ○ ラッピング
お菓子を美しく、美味しそうに見せること
や、持ち運びしやすくすること、お客様に
喜ばれるラッピングの技術を習得する

2
後

- 1 ○ ○ ○

15 ○ カフェ演習
カフェ・レストランにおける飲料の基本的
な知識、サービス実技を身につける

2
後

- 1 ○ ○ ○ ○

16 ○ 店舗運営
将来、独立し洋菓子店を経営するための開
業の手続き、運営や事業成功のポイントに
ついて学ぶ

2
後

- 2 ○ ○ ○

17 ○
製菓フランス
語

菓子製造に必要なフランス語を学習する
2
後

- 2 ○ ○ ○

18 ○
テーブルコー
ディネート

お菓子や季節、イベントに合わせたテーブ
ルコーディネートができるようになる

2
後

- 1 ○ ○ ○

19 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナー

一般的なビジネスマナーやビジネス用語な
どを学習する

2
後

- 2 ○ ○ ○

20 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

３ＣＡＮ教育（自己効力感、成長実感、学
び続ける習慣）により企業が求める人材を
目指す

2
前

- 1 ○ ○ ○

20

期
週

合計 科目 69 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 64 単位 27 単位 37 単位 0 単位 0 単位 0 単位

60 人 39 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 64

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

調理師、ホテル、事業所給食、病院

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/cooking/

100
■進学者数 0
■その他

1

うち企業等と連携した演習の単位数 1

うち必修単位数 64

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

11
■地元就職者数 (F) 7
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

64

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 11
■就職希望者数 (D)　　　　　： 11
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
調理師免許[国家資格]を取得する。日本料理・西洋料理・中国料理・総合（集団）調理の調理技術を習得する。食文化を継承し、人々の健康と食の安全確保に関する知
識と技術、食の提供者としてのモラルと責任感も身につける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

食に関する専門知識と日本料理、西洋料理、中国料理を実習授業で学び、調理師として活躍できる技術・知識を身につける。
調理師免許[国家資格]を取得

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生専門課程 高度調理学科 令和 1(2019)年度 - 令和 3(2021)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088-653-3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

衛生



人

人

人

人

人

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：００
第２回　令和８年２月１０日　１１：００～１２：００

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の
編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体等の
専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育課程編成
委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業等
専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討される。
検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

樫本　光之
株式会社JR四国ホテルズJRホテルクレメント
徳島総支配人

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

名　前 所　　　属 任期

小倉　博之 全国日本司厨士協会　徳島県本部
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

佐藤　優子 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３２日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

常に流動的に動いている調理業界に学生を送りだすための授業知識・技能を習得するために、研修規定にも基づき、
教員は学内及び学外で研修に参加し自らの知識・技能の幅を広げてそれを教育の現場で広げていくこととする。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

 昨今の学生の傾向と関わり方を学びZ世代の学生の特徴、発達障害の学生の対応などを知り授業運営に活
かす。

令和７年９月３日１５：００～１５：３０ 対象： 当該学科教員

消費者庁は2025年度中にカシューナッツを義務表示に、ピスタチオを推奨表示に追加方針が決定。対象品
目が見直されることになった背景や今後の動向を学び授業に活かす。

②指導力の修得・向上のための研修等

 昨今の学生の傾向と関わり方を学びZ世代の学生の特徴、発達障害の学生の対応などを知り授業運営に活
かす。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

飲食店の点検を実施している中でよくある指摘事例を知り現場の衛生管理を学ぶ。

アレルギー表示制度の改正～2025年度内にカシューナッ
ツ義務化、ピスタチオ推奨追加の予定～

連携企業等： 株式会社グローバルテクノ　研修事業部

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管理職
教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の実施す
る実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

一般飲食店の衛生点検でよくある指摘について 連携企業等： 株式会社グローバルテクノ　研修事業部

令和７年８月２８日１５：００～１５：３０ 対象： 当該学科教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基準
について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者からの
指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

リゾートトラスト株式会社

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
調理師として実践的かつ専門的な知識と技術を有し、業界の発展に寄与できるような人材を育成するため、経験豊かな調理
師が所属する企業、団体を選定し連携を行う。その団体・企業から講師を招き、調理師としての姿勢や、現場での動きを学べ
ることを重視した授業を実施。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

実際の現場で活かせる知識や技
術、調理師として心構えを身につ
ける。

 昨今の学生の傾向と関わり方を学ぶ 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２５日(月）　１１:００～１２:００ 対象： 全教員

HACCP　オンラインセミナー 連携企業等： 株式会社グローバルテクノ　研修事業部

令和８年１１月２５日(火）１３:３０～１４:３０ 対象： 当該学科教員

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）研修等の計画

異物混入と管理事例

 昨今の学生の傾向と関わり方を学ぶ 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日(金)１０:００～１１:３０ 対象： 当該学科教員

高度調理技術実習
（西洋料理）

科　目　概　要



（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定され
ていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされていますか
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されています
か
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）につ
いて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認して
いますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動が
不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた対応を
さらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく。

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運
営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っていま
すか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表してい
ますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っています
か
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和８年６月１日現在

名　前 所　　　属 任期

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係
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自
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習
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習
・
実
技
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内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 ○
食生活と健
康

公衆衛生上の法規を学び、健康づくりや食
生活の向上に関する考えを学ぶ。

１
前
後

3 ○ ○ ○

2 ○
調 理 理 論 と
食文化概論

調理の方法や技術の化学的根拠を理解し、
食文化や調理に必要な事項を幅広く学習す
る。

１
前
後

5 ○ ○ ○

3 ○
食 品 の 安 全
と衛生

食品の安全性を認識し、飲食による健康被
害の原因と予防法に関する知識を習得す
る。

１
前
後

6 ○ ○ ○

4 ○
調 理 実 習
（ 西 洋 料
理）

西洋料理の基本を学び、安心・安全性を確
保して、伝承された知恵を継承して学ぶ。

１
前
後

4 ○ ○ ○

5 ○
調 理 実 習
（ 日 本 料
理）

日本料理の基礎を習得し、現場にて即戦力
となる技術と考えを習得する。

１
前
後

4 ○ ○ ○

6 ○
調 理 実 習
（ 中 国 料
理）

中国料理の基本を学び、奥深い技術力と実
践力を習得する。

１
後

2 ○ ○ ○

7 ○
総 合 調 理 実
習

集団調理の実習を通して大量調理の総合的
な知識と技術を習得させ、研究心、責任
感、協調性を養う。

１
前
後

3 ○ ○ ○

8 ○
社 会 人 基 礎
講座Ⅰ

職業人としての心構えや接遇マナー、文書
作成など、将来現場で必要となるビジネス
マナーの基本を学ぶ。

１
後 1 ○ ○ ○

9 ○ 就職実務
社会人基礎講座で学んだことを実践として
活用することを目指す。

1
後

1 ○ ○ ○

10 ○
社 会 人 基 礎
講座Ⅱ

職業人としての心構えや接遇マナー、文書
作成など、将来現場で必要となるビジネス
マナーの基本を学ぶ。

２
前

2 ○ ○ ○

11 ○
高 度 調 理 技
術 実 習 （ 西
洋料理）

現場で活かせる高度な技術を習得。仕事の
手順を自ら組み、作業を円滑に行う、材料
の的確な処理や技術を習得する。

２
前
後

8 ○ ○ ○ ○

12 ○
高 度 調 理 技
術 実 習 （ 日
本料理）

現場にて即戦力となる高度な技術、臨機応
変に対応できる技術力と考えを習得する。

２
前
後

4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程 高度調理学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
高 度 調 理 技
術 実 習 （ 中
国料理）

各工程の特質と必要性を深く理解し、理想
に適した料理に仕上げる技術を習得する。

２
前
後

4 ○ ○ ○

14 ○
高 度 総 合 調
理実習

どのような現場でも安心安全で、責任感と
協調性を養いながら顧客に合った料理を提
供できる技術と知識を習得。

２
前
後

4 ○ ○ ○

15 ○
食 品 と 栄 養
の特性

おいしさの理由を理論として学び、調理に
用いる食品の知識を得、栄養と体との関係
を理解する。

２
前
後

5 ○ ○ ○

16 ○
レ ス ト ラ ン
サ ー ビ ス 実
習

サービスの習得と技術だけでなく、コスト
意識や経営感覚の重要性を学ぶ。

２
前

2 ○ ○ ○

17 ○
フ ー ド デ ザ
イン

マーケティング戦略、見せ方を中心に食に
関するデザインを総合的にまなぶ。

２
前
後

4 ○ ○ ○

18 ○
国 際 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ
ン

調理の現場で使える仏語、料理名や材料、
道具に関する用語や表現を習得。

２
後

2 ○ ○ ○

18

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 64 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒

（住所）

（電話）

昼夜

1,845 単位時間 540 単位時間 825 単位時間 450 単位時間 0 単位時間 30 単位時間

年 102 単位 36 単位 56 単位 10 単位 0 単位 0 単位

50 人 39 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 102

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 10

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

保育士、幼稚園教諭、保育教諭

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

10

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/hoiku/

100
■進学者数 0
■その他

0

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数 102

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B)
留学生割合

(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

19
■地元就職者数 (F) 18
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

95

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 19
■就職希望者数 (D)　　　　　： 19
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
保育士・幼稚園教諭２種［国家資格］を取得する。命を預かる仕事の大切さを理解し、心構えや知識・技術を身につける。また、子どもを慈しむ心と実習やボランティ
アで培った発想力・行動力で、子どもたちの健やかな成長をサポートする力を身につける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

子どもの健やかな心身の成長を支える保育者に必要な知識・技術を身に着け、保育者としての資質・能力の向上に努める力を身に着ける。
取得可能資格：保育士資格、幼稚園教諭二種免許状、社会福祉主事任用資格

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

教育・社会福祉専門課程 保育・幼児教育学科 平成27(2015)年度 － 令和 5(2023)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

７７０－０８５２

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町２－２０
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

教育・社会福祉



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等に
おいてその担当する教育等に従事した者であっ
て、当該専門課程の修業年限と当該業務に従事し
た期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、
高度の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載す
ること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年8月21日　11：00～12：00
第２回　令和8年2月10日　10：20～11：50

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

藤原　希 専門学校徳島穴吹カレッジ 令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教
育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する
基本方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・
団体等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のた
め、教育課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の
企業等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝え
られ検討される。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。]

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

上野　由弘 助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

加藤　仁
社会福祉法人日本保育協会　徳島県支
部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
・事前に実習内容を学生に計画させ、実習の目標などを学生とガイダンスの上で決定する。
・実習先は、学生が立てた計画・目標に基づき、学校の実習指導者が助言を行いながら、学生の希望により選択す
る。
・学校の実習指導者は、実習先実習指導者に受け入れ状況や指導方針、学生の目標・課題などを伝え、受け入れの
有無を確認する。
・学生は、事前に実習先を訪問し、オリエンテーションを受ける。
・学生が選択した実習先において、実習先の方針に従いながら、実習先独自の方針や方法を体験的に学んでいく。
・さまざまな特徴のある園で指導を受けることにより、幅広い知識と具体的な対応力を習得する。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

保育現場の新卒職員について、長期の就労を目指した、養成段階からの保育や福祉の仕事絵の理解と職業倫理に
ついて、各科目でのより一層の強化のご意見をいただき、授業内容の改善に努めている。



科　目　名 連　携　企　業　等

・事前に実習内容を学生に計画させ、実習の目標などを学生とガイダンスの上で決定する。
・学校の実習指導者と実習先の実習指導者が連絡を取り合い、学生の指導内容について確認する。
・学生は事前に実習先を訪問し、オリエンテーションを受ける。
・学校の実習指導者は、１週間に１度程度実習先に連絡を取ったり、訪問したりして、
実習先の実習指導者と実習状況について確認を行う。
・実習先の実習担当者は、保育技術、指導計画、実習日誌等の複数の項目について、
実習の評価表を用い、学生の達成状況、成長度合い、今後の課題等について評価する。
・学校の実習担当者は、実習後の学びにつながるよう、様々な側面から事後指導を行う。

保育実習Ⅰ（施設）

常楽園、たちばな学苑、児童発達
支援センターしろくま、児童発達支
援センターどんぐり、きりん教室よ
しのがわ、阿波国慈恵院、障がい
者就労支援Sole、障がい者支援セ
ンター凌雲、ワークセンタースマイ
ル、れもんキッズ藍住、母子生活支
援TSUBAME、障害児入所施設未
来　計13施設

教育実習

藍住北幼稚園、南井上にじいろ認
定こども園、川島かもめこども園、
日和佐こども園、伊沢認定こども
園、穴吹かもめこども園、鴨島かも
めこども園、藍住西幼稚園、青空
幼稚園、久勝かもめこども園、一条
認定こども園、島田おひさま認定こ
ども園、はやし子ども園、かきはら
子ども園、津田幼稚園、城南こども
園　計17施設

藍住中央保育所、すぎの子保育
園、鴨島かもめこども園、なかがわ
保育園、みどり保育園、久勝かも
めこども園、川島かもめこども園、
あいあい保育園、エクセレント南部
こども園、はやし子ども園、かきは
ら子ども園、ニチイキッズあいずみ
さかふじ保育園、南井上にじいろ認
定こども園、ゆずりは保育園、川内
南アコール認定こども園、浦庄保
育園　計16施設

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

保育実習Ⅱ

赤松こども園、もとしろ認定こども
園、土成中央認定こども園、光花
保育園、山瀬かもめこども園、鴨島
かもめこども園、はやし子ども園、
きららこども園、認可保育園おひさ
ま、幼保連携型認定こども園めだ
かのこころ、沖浜シーズ認定こども
園、梅の花保育園、藍住中央保育
所　計13施設

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

専門教育科目で獲得した幼
児教育に関する知識、技能
を活用しながら、実践的指導
力を体験的にまた総合的に
高めていくことを目標とする。
この目標を達成するために
第１回（２週間）の実習では
観察・参加・部分実習を、第２
回（２週間）の実習では指導
実習を主とする実習を行なう
こととする。

保育実習Ⅰを活かし、子ども
の年齢や発達に応じた保育
展開、状況に応じた保育の
実践、さらに子育て支援とし
ての保育所の役割をふまえ

た保育実践に努める。

児童福祉施設などの役割や
機能を具体的に理解する。
観察や子どもとの関わりを通
して子どもへの理解を深めて
いく。学習した教科目の内容
を踏まえ、子どもの保育及び
保護者への支援について総
合的に理解する。保育の計
画・観察・記録及び自己評価
等について具体的に理解す
る。保育士の業務内容や職
業倫理について具体的に理
解する。

保育所の役割や機能を具体
的に理解する。観察や子ども
との関わりを通して子どもへ
の理解を深めていく。学習し
た教科目の内容を踏まえ、
子どもの保育及び保護者へ
の支援について総合的に理
解する。保育士の業務内容
や職業倫理について具体的
に理解する。

保育実習Ⅰ（保育所）

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

認定こども園における「考え工夫する力」について

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研
修」、管理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、
関連団体の実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

令和７年度幼保連携型もとしろ認定こども園　公開保育 連携企業等： 社会福祉法人　もとしろ会　もとしろ認定こども園

令和7年11月21日 対象： 保育士・養成校職員

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

「子どもの理解を深め、保育の質を高めるアセスメント」 連携企業等： ほいくis

令和7年7月29日（火）～令和8年3月31 対象： 教職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

保育の質とアセスメントの関係性保育現場でのアセスメントの取り入れ方、チェックリストの留意点に
ついて

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員



（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が
策定されていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされて
いますか
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していま
すか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基
準は明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていま
すか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表している
こと。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」
関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されて
いますか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習
等」）について、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確
認していますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適
正な運営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っ
ていますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公
表していますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行って
いますか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対
外活動が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状
況に応じた対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参与 兼 在住外国人サポート事業部長

仁田　洋輔

保護者

和田　匡史

一般社団法人徳島県情報産業協会　会長

徳島県立池田高等学校 主幹教諭

野原　直一

医療法人和田歯科医院　理事長

合同会社STUDIO SOL　代表丸山　貴成

野田　耕市郎

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事

ニタコンサルタント株式会社

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員

加藤　仁
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長

谷野　圭助
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長河野　美枝子

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子 株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役社長

一般社団法人徳島新聞社　営業局長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）兼松　文子

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘 助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会　
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

大塚　忠廣

小倉　博之 一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県本部　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学
学生数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の
状況に関する情報を提供していること。」関係



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習
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任

1 ○ 日本国憲法

日本国憲法の全体的な枠組みを体系的に理
解し、児童福祉法を中心に今の日本社会に
生きる子どもたちがどのような問題を抱え
ているのか学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

2 ○
情報処理入門
Ⅰ

パーソナルコンピューターの基本的な操作
方法からネットワークの利用等をマスター
し、パソコンを仕事に活用させる能力を身
に付ける。

１
前

30 2 ○ ○ ○

3 ○
社会人基礎講
座

職業人としての心構えや接遇マナー、文書
作成など、将来現場で必要となるビジネス
マナーの基本を学ぶ。

1
後
2
前

45 3 ○ ○ ○

4 ○ 就職実務
社会人基礎講座で学んだことを実践として
活用することを目指す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

5 ○ 英会話Ⅰ

英語と日本語の発声、発音の相違点を理解
し、基本的な発音（母音と子音）を習得す
る。日常英会話の基本文や保育の際の英会
話文を理解し、習得する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○ 健康科学

高齢化社会、余暇社会、健康不安社会など
と呼ばれる社会の問題や課題に対してス
ポーツが有効に機能していけるように理解
する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

7 ○ 生涯スポーツ

幼児・指導の発達段階に即した運動内容に
ついて理解を深め、さまざまな運動遊び
や、体作り運動、器械運動、ボール運動な
どの実践と指導を学ぶ

1
前

30 1 ○ ○ ○

8 ○ 保育原理
保育の対象となる乳幼児の特性や保育の思
想・制度などの概要を通して、保育に関す
る基礎的な知識を養う。

1
後

30 2 ○ ○ ○

9 ○ 教育原理
教育の本質と意義を理解し、教育に関する
基礎的な概念と知識の習得をはかる。

1
前

30 2 ○ ○ ○

10 ○
子ども家庭福
祉

子ども家庭福祉を基本的・体系的に学習
し、現在の子ども家庭福祉に関する知識と
理解をしていく。

2
前

30 2 ○ ○ ○

11 ○ 社会福祉
将来において「児童の福祉」を推進する保
育士に必要な社会福祉の基本事項を学ぶ。

１
前

30 2 ○ ○ ○

12 ○
子ども家庭支
援論

子育てを通し親や地域社会への援助の必要
性とその方法を理解する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

13 ○ 社会的養護Ⅰ

福祉に欠ける児童の生存権、発達権を保障
し、健全育成を目指すために児童福祉施設
入所児童に対する社会的養護の基本的なあ
り方を学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

15 ○ 保育の心理学
各年齢期の発達的・心理的特性を学び、多
角的視点から幼児理解と保育者の果たす役
割や支援方法について考察する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（認定課程名 認定学科名）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



16 ○
子ども家庭支
援の心理学

子ども家庭支援を行う上で必要な知識・技
術を、多角的な視点から理解し習得する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

17 ○ 教育心理学
行動をつかさどる脳の機能について理解
し、言葉や思考の発達について考える。

１
後

15 1 ○ ○ ○

18 ○ 子どもの保健
小児の基本的な発達、疾病・障害などの理
解を深め、予防や対応について学ぶ。

２
前

30 2 ○ ○ ○

19 ○
子どもの食と
栄養

小児の発育・発達の特性、栄養に関する基
本的な知識を踏まえ、食教育の重要性を理
解する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

20 ○
保育の計画と
評価

教育や保育に、なぜ計画や評価が必要なの
かを知る。
指導計画と記録の作成と評価、改善の基本
を知り、実践できるようになる。

１
後

30 2 ○ ○ ○

21 ○ 保育内容総論
保育所保育指針・幼稚園教育要領を踏まえ
ながら、保育内容を実践に即して総合的に
捉え、学ぶ。

１
後

15 1 ○ ○ ○

22 ○
健 康 （ 指 導
法）

乳幼児を取り巻く社会環境の変化の特徴と
領域「健康」のねらいと内容に関する基本
的知識を得たうえで、乳幼児期の「心身の
健康」について取り上げる。

１
後

15 1 ○ ○ ○

23 ○
人間関係（指
導法）

保育内容の領域「人間関係」について学び
ながら、保育の場における人間関係につい
て、発達的、保育教育的理解を深める。

１
後

15 1 ○ ○ ○

24 ○
環 境 （ 指 導
法）

野外活動を通し、集団生活の重要性、自然
環境の大切さを学ぶ。また、プランの計
画、実行を行い、行事について学ぶ。

１
前

15 1 ○ ○ ○

25 ○
言 葉 （ 指 導
法）

領域「言葉」のねらいや内容、言葉の発達
について、豊かな表現者としての保育者の
あり方を考える。子どもの発達を言葉の観
点から捉え、保育内容について具体的に学
ぶ。

１
前

15 1 ○ ○ ○

26 ○
造形表現（指
導法）

幼児の造形の発達に関する内容や実践的な
表現活動内容の研究を行い、適切な援助と
教育を行える能力を身に付ける。

１
前

30 2 ○ ○ ○

27 ○
幼児と音楽表
現

幼児教育に携わる保育者の音楽技術の習得
や資質の向上を目指し、学習する。

１
後

15 1 ○ ○ ○

28 ○
幼児と造形表
現

造形に関する知識や技術を実践的に習得や
子どもの経験や様々な表現活動と造形表現
を育む環境づくり、遊びの展開方法につい
て学習する。

２
前

15 1 ○ ○ ○

29 ○ 幼児と健康

子どもの生活と遊びを豊かに展開するため
に必要な知識や技術を実践的に習得し、子
どもの発達に応じた子ども主体の指導援助
の方法について学習する。

２
前

15 1 ○ ○ ○

30 ○ 幼児と言葉

子どものことばに対する感覚やことばで表
現する力を養うために必要な知識や技術
を、絵本の読み聞かせなどにより実践的に
習得する。

１
前

15 1 ○ ○ ○

31 ○ 乳児保育Ⅰ
乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役
割等について、多様な保育の場における乳
児保育の現状と課題について学ぶ。

１
前

30 2 ○ ○ ○

32 ○ 乳児保育Ⅱ
3歳未満児の成長発達、保育の内容、保育
の実践について学び、知識と技能の基礎を
身に付ける。

１
後

15 1 ○ ○ ○



33 ○
子どもの健康
と安全

保育における保健的観点を踏まえた保育環
境や援助について理解し、子どもの発達や
状態に即した適切な対応について習得す
る。

２
後

15 1 ○ ○ ○

34 ○ 障害児保育
子どもの知的・身体的障がいについて理解
し、障がい児の発達を促す援助について学
ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

35 ○
幼児への特別
な支援

特別な支援を要する子どもの保育における
計画の作成や関係機関との連携・協働につ
いて、保育者として適切な援助、支援のあ
り方について学ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

36 ○ 社会的養護Ⅱ

社会的養護における保育士の役割の重要性
とその内容を理解する。事例を通して実践
的な側面に触れ、適切な児童処遇のあり方
を考える。

２
前

15 1 ○ ○ ○

37 ○ 子育て支援

子育て支援、保育相談支援の内容、現状、
課題などについて、実践的学習を進めなが
ら理解を深め、保育における保護者支援の
あり方を学ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

38 ○
保 育 実 習 Ⅰ
（保育所）

これまで学んできた理論を基礎として、保
育現場において保育技術を学び、人間性豊
かな保育士を養成する。

１
後

90 2 ○ ○ ○ 〇

39 ○
保 育 実 習 Ⅰ
（施設）

児童養護施設等の役割や機能の理解を基礎
として、実際の施設において子どもの保育
及び保護者への支援について学び、人間性
豊かな保育士を養成する。

２
後

90 2 ○ ○ ○ 〇

40 ○
保育実習事前
事 後 指 導 Ⅰ
（保育所）

保育実習の目的・内容、指導計画案の作成
や実習日誌の書き方などに関する知識と技
術を学ぶ。実習の総括と自己評価を行い、
新たな課題や目標を明確にする

１
後

15 1 ○ ○ ○

41 ○
保育実習事前
事 後 指 導 Ⅰ
（施設）

施設実習の目的・内容を学び、指導計画案
の作成や実習日誌の書き方などに関する知
識と技術を学ぶ。実習の総括と自己評価を
行い、新たな課題や目標を明確にする

２
前

15 1 ○ ○ ○

42 ○
保育・教職実
践演習

これまでの学習を振り返り、保育者として
必要な資質を身に付けているか確認しなが
ら、保育現場で求められる実践力の形成を
目指す。

２
後

30 2 ○ ○ ○

43 ○
音楽表現（指
導法）

より実践的なひきうたいの能力や音楽指導
能力を培う

１
前

15 1 ○ ○ ○

44 ○
劇あそび（指
導法）

既製の作品をベースとし発展させていく。
キャスト、演奏、演出、道具作成、衣装作
成、パンフレット作成など全ての担当を学
生自身で担い形にしていく。

１
前

15 1 ○ ○ ○

45 ○ 幼児の心理学
子どもの認識や理解の仕方変化について学
び、保育者として適切な子どもへの関わり
方を習得する。

１
後

15 1 ○ ○ ○



46 ○
幼児と人間関
係

乳幼児の発達と領域「人間関係」を理解
し、子どもと周囲の人との関わり、保育者
としての援助の方法について学ぶ。

１
前

15 1 ○ ○ ○

47 ○ 幼児と環境
乳幼児の発達と領域「環境」を理解し、保
育者としてどのような関わり、環境構成が
必要であるかを学ぶ。

１
前

15 1 ○ ○ ○

48 ○ 児童文化
児童文化とは何か、歴史を追いながら考え
るとともに、現在の児童文化について知識
を深める。

２
後

15 1 ○ ○ ○

49 ○ 音楽表現技術

子どもの生活と遊びを豊かにするために必
要な知識や技術を実践的に学び、ピアノな
どの楽器や子どもの歌などの表現方法を培
う。

２
後

15 1 ○ ○ ○

50 ○ ピアノ
読む､聴く､歌う､弾くことの基礎をバラン
ス良く学び、指導技術の習得に結び付ける

１
前
後

60 4 ○ ○ ○

51 ○
子どもとピア
ノ

季節や行事に合わせた弾き歌いを学び、よ
り豊かな保育現場での表現力を培う。

２
前
後

30 2 ○ ○ ○

52 ○
子どもと身体
表現

ダンスを通して身体表現の方法や楽しさを
体験し、子どもに対する指導について学
ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

53 ○
保育実習Ⅱ
※選択１

「保育実習」での実践を通して学んだ技術
と理論を基礎として、保育士として必要な
資質・能力・技術を習得する。

２
後

90 2 ○ ○ ○ 〇

54 ○
保育実習事前
事後指導Ⅱ
※選択１

これまでの実習経験を生かし、保育につい
て総合的に学ぶ実習後の省察と課題を知
り、保育の改善について実践や事例を通し
て理解する。

２
後

15 1 ○ ○ ○

55 ○
保育実習Ⅲ
※選択２

児童福祉施設、その他社会福祉施設での養
護 について専門的な理解と技術を学び、
児童家庭福祉におよび社会的養護、ショウ
ガイジ福祉に対する理解とともに、保護者
支援、家庭支援、障害児支援のための知
識、技術、判断力を養う。

２
後

90 2 ○ ○ ○

56 ○
保育実習事前
事後指導Ⅲ
※選択２

これまでの実習経験を活かし、保育実習Ⅲ
に向けて、養護と療育に関する知識、技術
をさらに高めるために、教材研究などの実
践と資料等を用いて児童福祉施設の理解を
深めるための学習を行う。

２
後

15 1 ○ ○ ○

57 ○ 教育方法論

教育方法・教授法の歴史や理念、学習指導
論、教育課程論、教育評価論等の観点か
ら、実際の授業を行うために必要となる教
育方法・技術についての基礎的知識 を獲
得する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

58 ○ 教育課程総論

保育所保育指針・幼稚園教育要領を学ぶこ
とで、幼児期にふさわしい指導要領を作成
することができる。また、今後の保育者の
在り方を理解する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

59 ○ 教職概論

教職・教育行政の歴史的な流れをつかみ、
専門職としての教育観を確立する。また、
教師の資質とは何かを考え、教師の力量に
ついて確認する。

１
後

30 2 ○ ○ ○



60 ○ 教育相談
教育相談の概要、教育相談の方法と技術を
学び、教育相談の具体的展開、事例分析を
行なう。

２
前

30 2 ○ ○ ○

61 ○
教育実習事前
事後指導

教育実習が円滑かつ有意義に行なわれるよ
う、幼児期の発達段階、幼稚園の機能と役
割、幼稚園教諭の職務と役割、観察記録の
作成方法、指導計画の立案方法などを理解
する。

１
後

15 1 ○ ○ ○

62 ○ 教育実習
教育現場において幼児教育に関する知識・
技術を活用しながら体験的・総合的に認識
を深め、理論と実践を統合していく。

２
前
後

180 4 ○ ○ ○ 〇

63 ○ 総合演習

5領域の「環境」「表現」について、教材
研究や保育製作を通して、保育の現場で求
められる実践的な知識・技術を身につけ
る。また、保育実習や教育実習のための具
体的な準備を行う。

１
・
２

90 6 ○ ○ ○

63

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 102 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

‐ 単位時間 ‐ 単位時間 ‐ 単位時間 ‐ 単位時間 ‐ 単位時間 ‐ 単位時間

年 84 単位 54 単位 30 単位 0 単位 0 単位 0 単位

50 人 32 人 人 0 % 3 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： ‐ ‐
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

‐

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 4

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 ‐

総単位数 84

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

‐

うち必修授業時数 ‐

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 ‐

事務職、税務会計職、営業職、販売職、カスタマーサービス職他

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） ‐

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

https://web.anabuki-college.ac.jp/course/business/

91
■進学者数 1
■その他

家業手伝い

1

うち企業等と連携した演習の単位数 1

うち必修単位数 84

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 ‐

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 ‐

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

20
■地元就職者数 (F) 18
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　 100

90

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 22
■就職希望者数 (D)　　　　　： 20
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 実社会で通用するコンピュータの最新知識や簿記会計、Web作成能力と社会人として必要なコミュニケーション能力を身につけた人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

ITスキル、ビジネス知識・会計の知識を習得する。また、社会人としてのマナーやコミュニケーション力を身につける。取得可能資格は、マイクロソフトオフィススペシャリスト
Excel・Word・PowerPoint、情報活用(J検)、Webクリエイター能力検定、ビジネス文書検定、日商簿記検定、Photoshopクリエイター能力検定、秘書検定、ファイナンシャルプ
ランニング技能士などである。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

商業実務専門課程 情報ビジネス学科 平成21(2009)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088-653-3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町2丁目20番地

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

商業実務



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）
（開催日時（実績））
令和７年度 第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：００
令和７年度 第２回　令和８年２月１０日　１０：００～１１：３０

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

板東　里枝 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行
う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体
等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育
課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

中野　浩二 東海運株式会社　事務部　部長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
職業教育の水準の維持・向上のために、広く産業界（企業・団体）と連携し、必要な知識・技術を十分に把握した上で、より
実践的な授業運営を目的とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

一般企業の方々の話を聞くことで、ビジネスに必要なカリキュラムがわかる。就職活動対策にもなるのではないかと意見を
頂いた。企業担当者の話を伺う機会を増やす、実践的なシラバスを検討する。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容
研修名：

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

地域経済分析システムの変更点の解説、活用方法向上を図る

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管
理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の
実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

新RESAS・変更ポイント解説 連携企業等： ：一般社団法人ビックデータマーケティング教育推進協会

令和７年４月２２日（火） 対象： 当該学科専任教員

科　目　名 連　携　企　業　等

株式会社サンフォート

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

論理的な話し方を理解し、発表練
習・グループディスカッション等に
よりプレゼン能力を高める。

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Dream認定講師養成講座 連携企業等： 一般社団法人ビッグデータマーケティング教育推進協会

令和8年12月実施予定 対象： 当該学科専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

デジタルデータ分析による資料まとめ方、フィードバックについて等

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

プレゼンテーション演
習Ⅰ

科　目　概　要



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和８年6月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な
運営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表し
ていますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日



企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育
・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他 ‐

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況 ‐

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等
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1 ○ ＩＴ概論Ⅰ
情報表現、パソコン・インターネットの基
礎と利用、情報化社会とコンピュータ、モ
ラル等を学習する。

１
前

‐ 6 ○ ○ ○

2 ○
パソコン演習
（Ｗｏｒｄ）

ワープロソフトのＷｏｒｄを使い文章作成
から活用方法の基礎を学ぶ。

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

3 ○
パソコン演習
（ Ｅ ｘ ｃ ｅ
ｌ）

Ｅｘｃｅｌを使い集計・グラフ・データ
ベースなどの各種機能の基礎を学ぶ。

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

4 ○
パソコン演習
（PowerPoint
）

プレゼンテーションソフトであるＰｏｗｅ
ｒＰｏｉｎｔの使い方、資料の作り方を学
ぶ。

１
前

‐ 1 ○ ○ ○

5 ○ 簿記会計Ⅰ
簿記を基礎から学び、日商簿記３級を目指
す。

１
前

‐ 6 ○ ○ ○

6 ○
ビジネス実務
Ⅰ

社会人として必要な社会常識や接客マナー
を実践的に学び、身に付ける。

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

7 ○
ビジネス文書
Ⅰ

企業における社内文書、社外文書の書き方
を実践的に学ぶ。

１
前

‐ 2 ○ ○ ○

8 ○
プレゼンテー
ション演習Ⅰ

論理的な話し方を理解し、グループまたは
個人発表によりプレゼンテーション力を高
める。

１
前

‐ 1 ○ ○ ○ ○

9 ○
ビジネス文書
Ⅱ

企業における社内文書、社外文書の書き方
を実践的に学ぶ。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

10 ○
Web制作基礎
Ⅰ

ホームページ構築の基礎であるＨＴＭＬと
ＣＳＳを学ぶ。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

11 ○ AI基礎
人口知能の技術が普及し使用者側の正しい
理解が必要となるため、AI全般に関する基
礎知識を習得する。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

12 ○ 簿記会計Ⅱ
簿記の応用を学ぶとともに、日商簿記3級合
格を目指す。また、所得税法2級の合格も目
指す。

１
後

‐ 8 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程 情報ビジネス学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○ ＩＴ概論Ⅱ

職場のコンピュータ環境を構築できる能力
を想定し、PC・ネットワーク・アプリケー
ションを総合的に融合させ扱える知識を身
につける。ITパスポートの合格を目指す。

１
後

‐ 6 ○ ○ ○

14 ○
キャリアデザ
イン演習

就職試験に備えて、業界分析、自己分析等
を行う。グループディスカッション、プレ
ゼンテーション能力も身につける。

１
後

‐ 2 ○ ○ ○

15 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

働くことの意味を理解し、企業研究や自己
ＰＲ、履歴書作成などの就職活動の準備を
行う。

１
後

‐ 1 ○ ○ ○

16 ○ 就職実務
立ち居振る舞い、個人・集団面接を中心に
練習を繰り返し就職活動を実践的に学ぶ。

１
後

‐ 1 ○ ○ ○

17 ○ 画像処理演習
画像処理ソフト(Photoshop)を使い静止画の
加工法を学ぶ

２
前

‐ 2 ○ ○ ○

18 ○
流 通 マ ー ケ
ティング

小売店舗運営の基本的な仕組みを理解し、
販売員としての基礎的な知識と技術を身に
つける。

２
前

‐ 8 ○ ○ ○

19 ○
フ ァ イ ナ ン
シャルプラン
ニング

年金・各種保険・税金等の知識の習得と、
ライフプランニング策定知識を学習する。

２
前

‐ 8 ○ ○ ○

20 ○
Web制作基礎
Ⅱ

ホームページ作成ソフトの機能を学び使い
こなす。

２
前

‐ 2 ○ ○ ○

21 ○
ビジネス実務
Ⅱ

１年次で学習した知識に加え、職業人とし
て必要不可欠なヒューマンスキルを身につ
ける。敬語・接遇用語、電話応対をはじ
め、企業の基礎知識も学習する

２
前

‐ 4 ○ ○ ○

22 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

３ＫＡＮ教育(自己効力感、成長実感、学び
続ける習慣)を実践をしながら学習する

２
前

‐ 1 ○ ○ ○

23 ○
スクリプト演
習

HTMLの文法を理解した上で、JavaScriptを
学び、対話的・動きのあるWebサイトを構築
する。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

24 ○ 動画制作
動画編集ができる基本的な知識・技術を習
得する。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

25 ○ Web制作応用
習得したホームページ作成技術により、擬
似的なサイトをグループまたは個人で作成
する。

２
後

‐ 3 ○ ○ ○

26 ○
給与計算・社
会保険

給与の仕組み・計算方法・社会保険につい
ての知識を身につける。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

27 ○
Excelハンズ
オン演習

表計算ソフトExcelを使いこなし、データ分
析ができるよう実践的に学習する。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○



28 ○
プレゼンテー
ション演習Ⅱ

習得したAI活用スキルやマーケテイング知
識等を活かしテーマに対してプレゼンテー
ションを行う。

２
後

‐ 2 ○ ○ ○

28

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 84 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 92 単位 62 単位 20 単位 10 単位 0 単位 0 単位

80 人 58 人 人 90 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 92

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 10

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

介護老人福祉施設、介護老人保健施設

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

10

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/kaigo/

96
■進学者数 0
■その他

0

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数 92

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

52

（令和7年度卒業生）

24
■地元就職者数 (F) 21
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 96

88

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 25
■就職希望者数 (D)　　　　　： 25
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
介護福祉士[国家資格]を取得する。人への深い関心をもち、個人の尊厳を守り、高い倫理性をもった介護福祉の専門的知識と原理原則に基づいた介護技術を習得す
る。また、広い視野に立って多職種との連携・協働を考える力を身につける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

特徴：「ひと」の「いのち」と「生活」を支えるための専門知識と技術を学ぶ。高い倫理感を持ち、利用者が望むケアを自律的に実践できる能力を養う。
取得可能な資格：介護福祉士国家試験

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

教育・社会福祉専門課程 介護福祉学科科 令和 4(2022)年度 - 令和 6(2024)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

７７０－０８５２

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町２－２０
770-0852

088-653-3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

教育・社会福祉



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 4

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 4

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

4

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年９月２日　１４：００～１４：４５
第２回　令和８年２月１日　１０：００～１１：００

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

坂井　利成 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体
等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育
課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。]

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

今井　祐介
社会福祉法人緑樹会
特別養護老人ホーム　おおあさ苑　施設長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

三木　春美 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・１年生の施設実習（１０月）が始まる前に、利用者理解のために徳島県介護実習・普及センターによる「認知症VR体験」や
「福祉用具体験」などを実施。
・２年生は「認知症サポーター研修」を実施。
・災害時のBCPなど施設での取り組みなどの学びを深めるため、防災センターでの体験や見学を実施。



研修名：

期間：

内容

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

CareTEXは、介護用品はもとより、新設が相次ぎマーケットが急拡大している高齢者施設向けの設備・
サービスが一堂に集まる専門展です。介護業界の介護用品展、介護施設ソリューション展、ケアフード展
など最新情報を学ぶ。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管
理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の
実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

第10回　CareTEX大阪’25 連携企業等： ブティックス（株）

10月15日（水）9：30～17:00 対象： 教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を
行う。

介護実習Ⅱ-①、②、
③

おおあさ苑、藍寿苑、千歳苑、阿
南荘、蓬莱荘　他　計13施設

白寿会デイサービスセンター、デイ
サービスセンターとみだ、山城デイ
サービスセンター、やましろクリ
ニックデイケアセンター、　佐古グ
ループホーム
他　　計13施設

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
①事前に実習内容を学生に計画させ、実習の目標等を学生とガイダンスの上で決定する。
②実習先は、学生が立てた計画・目標に基づき、学校の実習指導者が助言を行いながら、学生の希望により選択する。
③学校の実習指導者は、実習先の実習指導者に受入れ状況や指導方針、学生の目標・課題などを伝え、受け入れの有
無を確認する。
④学生は、事前に実習先を訪問し、オリエンテーションを受ける。
⑤学生が選択した実習先において、実習先の方針に従いながら、実習先独自の方針や方法を体験的に学んでいく。
⑥さまざまな特徴のある施設で指導を受けることにより、幅広い知識と具体的な対応力を習得する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

５．その他※具体的な
連携方法を科目概要
欄に記述すること。

施設の役割を理解するとともに、
様々な利用者の生活像および生
活歴を把握し、介護過程の展開を
図るための情報を収集し、ニーズ
の抽出、アセスメント、計画、実
施、評価が一連の介護実践の中
で実施できるための基本的な能力
を養う。
利用者の生活のあり方について
個別に考察し、自立支援に基づい
た個別ケアを提供するための基本
的技術を学ぶ

利用者の人物像の把握および、日
常生活や生活環境、疾病、障害等
を理解するために、基本的なコミュ
ニケーション技術を習得し、介護
職としての基本的態度、技術を養
う。
地域に根ざした施設として、地域と
どのように関わっているのかを理
解するために、施設の役割、概要
を知る。

介護実習Ⅰ

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められています
か
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

2025年12月20日（土）、21日（日） 対象： 教員

研修会は介護技術講習実施要領(厚生労働省社会・援護局長通知第1019004号) に定める介護技術指導
者を養成する。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

介護技術指導者養成研修 連携企業等： NPO法人医療・福祉サービス事業者ｻﾎﾟｰﾄ機構

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

介護技術指導者養成研修 連携企業等： NPO法人医療・福祉サービス事業者ｻﾎﾟｰﾄ機構

令和8年7月11日（土）、12日（日） 対象： 教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

研修会は介護技術講習実施要領(厚生労働省社会・援護局長通知第1019004号) に定める介護技術指導
者を養成する。

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な
運営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表し
ていますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之 一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県本部　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子 公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参与 兼 在住外国人サポート事業部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子 株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役社長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会　
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日
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1 ○
人間の尊厳と
自立

人間の理解を基礎として、人間としての尊
厳の保持と自立・自律した生活を支える必
要性について理解し、介護場面における倫
理的課題について対応できるための基礎と
なる能力を養う。

1
前

2 ○ ○ ○

2 ○
人間関係とコ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅠ

介護実践のために必要な人間の理解や、他
者への情報の伝達に必要な、基礎的なコ
ミュニケーション能力を養うための学習と
する。

1
後

2 ○ ○ ○

3 ○
人間関係とコ
ミ ュ ニ ケ ー
ションⅡ

人間関係を形成するためのコミュニケー
ションの基礎を学び、組織の運営管理や人
材育成などのチームマネジメントについて
理解する。

2
後

2 ○ ○ ○

4 ○ 社会の理解Ⅰ

個人が自立した生活を営むということを理
解するため、個人、家族、近隣、地域、社
会の単位で人間を捉える視点を養い、人間
の生活と社会の関わりや、自助から公助に
いたる過程について理解するための学習と
する。

1
後

2 ○ ○ ○

5 ○ 社会の理解Ⅱ

家族・地域・社会のしくみと地域に行ける
生活構造を学ぶ。また、社会保証制度のし
くみおよび介護保険制度・障害保健福祉制
度について理解する。

2
前

2 ○ ○ ○

6 ○ 介護福祉総論

情報社会の本質を理解し、パーソナルコン
ピューターを中心とした情報機器の使用方
法を学び、日常的に利用できるようにす
る。

2
後

2 ○ ○ ○

7 ○ 介護の基本Ⅰ

介護サービスを提供する対象、場によら
ず、あらゆる介護場面に汎用できる基本的
な知識・技術を養う。
自立支援の観点から介護実践できる能力を
養う。

1
前

6 ○ ○ ○

8 ○ 介護の基本Ⅱ

多職種協働および地域の役割を理解し、ケ
アにおける連携の重要性を学ぶ。
介護従事者としての倫理を理解し、利用者
の尊厳の保持や自立支援を目指した介護を
学ぶ。

1
後

4 ○ ○ ○

9 ○ 介護の基本Ⅲ

リスクマネジメント等、利用者の安全に配
慮した介護を実践する能力を養う。
介護従事者の心身の健康管理について理解
する。

2
前

2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程 介護福祉学科科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



10 ○
コミュニケー
ション技術Ⅰ

対人援助職としてのコミュニケーションの
あり方について理解し、具体的な利用者
家族に対するコミュニケーションの技法
に、ならびに介護チームの多職種間のコ
ミュニケーション技法について学ぶ。

1
前

1 ○ ○ ○

11 ○
コミュニケー
ション技術Ⅱ

他職種間とのコミュニケーション技法を学
び、習得する

１
後

1 ○ ○ ○

12 ○ 介護過程Ⅰ
他の科目等で学んだ内容を統合して介護過
程を展開できる基礎的な考え方、実践で展
開できる能力を養う。

1
前

2 ○ ○ ○

13 ○ 介護過程Ⅱ

学生自身が知識や技術を統合し、ケアに活
かすということの意味を理解し、個々の生
活歴および現在の情報、利用者のニーズ等
を勘案して介護計画を立案する。

1
後

2 ○ ○ ○

14 ○ 介護過程Ⅲ

学生自身が知識や技術を統合し、ケアに活
かすということの意味を理解し、個々の生
活歴および現在の情報、利用者のニーズ等
を勘案して介護計画を立案し、ケアマネジ
メントシステムの流れ、各段階ごとの支援
者の役割を理解する。
実習での経験をふまえて、専門職として実
践的な「介護過程の展開」とは何かを理解
し、必要なスキルを身につけ、他職種との
連携における介護福祉士の役割を自覚し、
自分自身の介護観を発展させる。

2
前

4 ○ ○ ○

15 ○ 介護過程Ⅳ

実習での経験を踏まえて、専門職として実
践的な介護過程の展開とは何かを理解し、
必要なスキルを身につけ、他職種との連携
における介護福祉士の役割を自覚し、自分
自身の介護観を発展させる。

2
後

2 ○ ○ ○

16 ○
こころとから
だのしくみⅠ

介護技術の根拠となるこころのしくみを介
護実践との関連の中で理解する。介護サー
ビス提供における安全への留意点をこころ
のしくみから理解する。

1
前

4 ○ ○ ○

17 ○
こころとから
だのしくみⅡ

基礎知識を基に利用者の身支度や移動・食
事等の生活を支える介護実践との関係をこ
ころとからだの視点から学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○

18 ○
こころとから
だのしくみⅢ

基礎知識を基に利用者の入浴・清潔保持、
排泄、睡眠の生活を支える介護実践との関
係を学ぶ。死に関連した法律及び機能的、
身体的、心理的変化を学び、死に行く人の
家族も含めた総合的な支援について学ぶ。

2
前

2 ○ ○ ○

19 ○
発達と老化の
理解Ⅰ

介護の現場に必要な人間の加齢に伴う身体
の発達と新たな可能性の広がりという意味
を含む老化について学ぶ。

1
前

2 ○ ○ ○

20 ○
発達と老化の
理解Ⅱ

高齢者のかかりやすい疾患やそれに伴う障
害を理解し、その人の生活のどのような事
柄に留意すればよりよい利用者はの援助が
できるか学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○



21 ○
認知症の理解
Ⅰ

認知症に関する基礎知識を習得し、意思表
示が困難になりやすいという認知症の特性
を理解する。

1
前

2 ○ ○ ○

22 ○
認知症の理解
Ⅱ

認知症に対する基礎理解をふまえたうえ
で、認知症の人やその家族への支援方法、
地域連携について理解できる。

1
後

2 ○ ○ ○

23 ○ 障害の理解

障害のある人の基礎知識をふまえて、家族
を含めた周囲の環境にも配慮した介護の視
点を習得する。また、心理や身体機能に関
する基礎知識を習得し、障害について身体
的・心理的に理解ができる。

2
前

4 ○ ○ ○

24 ○
コンピュータ
リテラシーⅠ

情報社会の本質を理解し、パーソナルコン
ピューターを中心とした情報機器の使用方
法を学び、日常的に利用できるようにす
る。

2
前

1 ○ ○ ○

25 ○
コンピュータ
リテラシーⅡ

Wordの基本操作を学習し、文書作成の能力
の向上を図る。また、Excelの機能を理解
し、基本的な操作方法を身につける。

2
後

1 ○ ○ ○

26 ○
生活支援技術
Ⅰ

利用者が「その人らしい生活」を営むため
に必要な、介護技術を学び、個別に対応で
きる能力を養う。

1
前

3 ○ ○ ○

27 ○
生活支援技術
Ⅱ

利用者が「その人らしい生活」を営むため
に必要な、介護技術を学び、個別に対応で
きる能力を養う。

1
後

3 ○ ○ ○

28 ○
生活支援技術
（レクリエー
ションⅠ）

介護予防に関するレクリエーション技術を
学び、生活の楽しみを支援する能力を養
う。

1
後

1 ○ ○ ○

29 ○
生活支援技術
（レクリエー
ションⅡ）

レクリエーション計画を作成し、計画に基
づきレクリエーション技術を活かした生活
の楽しみを支援する能力を養う。

2
前

1 ○ ○ ○

30 ○
生活支援技術
（食生活・住
環境）

在宅ケアのあり方を理解し、利用者、家族
に対しての生活支援の方法を学ぶ。生活経
営や家事について理解し、生活マネジメン
ト能力を養う。家庭生活の被服、調理、住
居に関する実習を行い、具体的な家庭生活
支援能力を養う。
利用者が「その人らしい生活」を営むため
に必要な、心身状況に応じた福祉用具の活
用を学び、個別に対応できる能力を養う。

2
後

2 ○ ○ ○

31 ○
介護総合演習
Ⅰ

基本的な知識、技術を実習を通じて実践す
るための具体的方法を学び、個々の不安等
を解消し実習に臨めるようにする。また自
己の実践内容を分析、考察し自己覚知へと
つなげ、高い専門性と倫理性を養い、多様
なニーズに適応できる能力を養う。

1
前

1 ○ ○ ○



32 ○
介護総合演習
Ⅱ

基本的な知識、技術を実習を通じて実践す
るための具体的方法を学び、個々の不安等
を解消し実習に臨めるようにする。また自
己の実践内容を分析、考察し自己覚知へと
つなげ、高い専門性と倫理性を養い、多様
なニーズに適応できる能力を養う。

1
後

1 ○ ○ ○

33 ○
介護総合演習
Ⅲ

介護実習に関する記録の意義・方法、情報
収集および観察技法、施設理解、基本的な
介護技 術の習得、チームケアについて理
解し、円滑に介護実習が実践できるように
するとともに、実習後の振り返りを行ない
介護福祉士として必要な能力を養う。実習
施設の地域での役割と機能を理解し、利用
者および家族のニーズを的確に把握し、介
護過程を展開できる能力を養う。

2
前

○ ○ ○ ○

34 ○
介護総合演習
Ⅳ

介護実習に関する記録の意義・方法、情報
収集および観察技法、施設理解、基本的な
介護技 術の習得、チームケアについて理
解し、円滑に介護実習が実践できるように
するとともに、実習後の振り返りを行ない
介護福祉士として必要な能力を養う。実習
施設の地域での役割と機能を理解し、利用
者および家族のニーズを的確に把握し、介
護過程を展開できる能力を養う。

2
後

2 ○ ○ ○

35 ○
医療的ケア-
①

医療的ケアに関する基礎知識・技術を習得
し、喀痰吸引、経管栄養、心肺蘇生法につ
いて学ぶ。

2
前

3 ○ ○ ○

36 ○
医療的ケア-
②

医療的ケアに関する基礎知識・技術を習得
し、喀痰吸引、経管栄養、心肺蘇生法につ
いて学ぶ。

2
後

2 ○ ○ ○

37 ○
医療的ケア
（演習）

喀痰吸引および経管栄養を安全・適切に実
施するための技術を身につける。

2
後

1 ○ ○ ○

38 ○
【選択1】社
会人基礎講座
Ⅰ

3KAN教育（1.自己効力感、2.成長実感、3.
学び続ける習慣）により企業が求める人材
をめざす。

1
後

2 ○ ○ ○

39 ○
【選択1】日
本語Ⅱ

日本語力の向上を目指す。
1
後

2 ○ ○ ○

40 ○
【選択2】社
会人基礎講座
Ⅱ

3KAN教育（1.自己効力感、2.成長実感、3.
学び続ける習慣）により企業が求める人材
をめざす。

2
後

1 ○ ○ ○

41 ○
【選択2】日
本語Ⅲ

日本語力の向上を目指す。
2
後

1 ○ ○ ○

42 ○
【選択3】就
職実務

就職試験対策として、グループワーク・グ
ループディスカッションをはじめ、個人・
集団面接の対策を行う。

1
後

1 ○ ○ ○



43 ○
【選択3】日
本語Ⅰ

日本語力の向上を目指す。
1
前

1 ○ ○ ○

44 ○ 介護実習Ⅰ

利用者の人物像の把握および、日常生活や
生活環境、疾病、障害等を理解するため
に、基本的なコミュニケーション技術を習
得し、介護職としての基本的態度、技術を
養う。
地域に根ざした施設として、地域とどのよ
うに関わっているのかを理解するために、
施設の役割、概要を知る。

1
前

1 ○ ○ ○ ○

45 ○ 実習Ⅱ-①

施設の役割を理解するとともに、様々な利
用者の生活像および生活歴を把握し、介護
過程の展開を図るための情報を収集し、
ニーズの抽出、アセスメント、計画、実
施、評価が一連の介護実践の中で実施でき
るための基本的な能力を養う。
利用者の生活のあり方について個別に考察
し、自立支援に基づいた個別ケアを提供す
るための基本的技術を学ぶ。

1
後

2 ○ ○ ○ ○

46 ○ 実習Ⅱ-②

施設の役割を理解するとともに、様々な利
用者の生活像および生活歴を把握し、介護
過程の展開を図るための情報を収集し、
ニーズの抽出、アセスメント、計画、実
施、評価が一連の介護実践の中で実施でき
るための基本的な能力を養う。
利用者の生活のあり方について個別に考察
し、自立支援に基づいた個別ケアを提供す
るための基本的技術を学ぶ。

2
前

3 ○ ○ ○ ○

47 ○ 実習Ⅱ-③

施設の役割を理解するとともに、様々な利
用者の生活像および生活歴を把握し、介護
過程の展開を図るための情報を収集し、
ニーズの抽出、アセスメント、計画、実
施、評価が一連の介護実践の中で実施でき
るための基本的な能力を養う。
利用者の生活のあり方について個別に考察
し、自立支援に基づいた個別ケアを提供す
るための基本的技術を学ぶ

2
後

4 ○ ○ ○ ○

43

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間
（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
厚生労働省が定めた各科目の授業時間を満たしていること。

履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 92 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 72 単位 29 単位 42 単位 1 単位 単位 単位

30 人 13 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： ‐ ‐
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ ‐

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 -

総単位数 72

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 1

-

うち必修授業時数 -

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 -

病院、調剤薬局、歯科医院

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） -

1

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://web.anabuki-college.ac.jp/course/medical/

100
■進学者数 0
■その他

-

うち企業等と連携した演習の単位数 -

うち必修単位数 72

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 -

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

7
■地元就職者数 (F) 6
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 7
■就職希望者数 (D)　　　　　： 7
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
医療・福祉分野のあらゆる施設で活躍できるよう、「医科」「歯科」「調剤」「介護」「ドクター秘書」の5つの事務に対応できる人材を養成します。そのために、日本の医療保
険・福祉制度の全体像や各種保険制度の知識をはじめ、診療報酬請求事務の知識、パソコン技能、さらに患者様や入所者様への接遇など、現場で求められる実践力を
身につけます。入職後も、校訓「日々是前進」の精神のもと、変化する社会に対応しながら自ら学び続ける人材を育成します。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

医科メディカルクラーク、歯科メディカルクラーク、調剤事務管理士、介護事務管理士、ドクターズクラーク、登録販売者など、医療・福祉分野で求められる資格取得を目
指したカリキュラムを編成しています。授業では、実際の現場を想定した演習を多く取り入れ、就職後すぐに活躍できる実践力を養成します。就職先は、病院、クリニック、
調剤薬局、歯科医院、介護施設など多岐にわたり、医療機関を支える事務スタッフとして幅広い分野で活躍することができます。主な取得可能資格は、医科メディカルク
ラーク、歯科メディカルクラーク、医療事務管理士、調剤事務管理士、介護事務管理士、ドクターズクラーク、登録販売者、ホスピタルコンシェルジュなどを目指す。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

商業実務専門課程 総合医療事務学科 平成23(2011)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町２－２０
770-0852

088(653)3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

商業実務



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 6

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月21日　１１：００～１１：３０
第２回　令和８年２月10日　１０：３０～１１：００

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

田坂　眞也 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体
等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育
課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。]

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

松浦　勇也 医療法人 きたじま倚山会 きたじま田岡病院
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

市橋　栄治 全国医事振興協会　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

学生募集においては、「事務職はAIに代替される」というイメージに対し、医療現場では人と関わる力や患者対応力、正確
な保険請求知識などが求められており、医療事務職の必要性や役割の重要性を高校生や保護者へ分かりやすく発信して
いく必要があるとの意見があった。特に、医療DXが進む中でも、患者対応や多職種連携など“人にしかできない業務”を担
う職種であることを伝える広報の工夫が求められた。



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を
行う。

きたじま田岡病院・水の都記念病
院・盛眼科医院・エンゼル調剤薬
局・セガファーマ・サンコーファーマ
シー・ふくおか歯科

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
講義・演習で学んだ知識に基づいて、医療現場の経験を通して、その業務内容および請求事務の実際を体験的に
理解するとともに、患者様対応に関する立ち居振る舞いを実践的に学び、患者接遇についての知識を深める。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

病院・診療所・調剤薬局・歯科医
院等での実習を通じて、実務に対
する理解を深め、即戦力としての
実践力を身につける。

医療機関実習

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

「選ばれる学校づくり」を実現するために 連携企業等： 応用社会心理学研究所

令和８年８月２６日（水）実施予定 対象： 全教員

「学校の価値」を正しく伝えることで学生が集まる学校づくり―「選ばれる学校づくり」について

令和７年８月２５日(月) 対象： 医療事務系教職員

「医療ＤＸ時代の医療秘書教育　～マイナ保険証、オンライン資格確認、生成ＡＩの活用～」他

②指導力の修得・向上のための研修等

ビジネスパーソンのためのDXリテラシー・LLMリテラシー　～今日から始めるChatGPT～

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

実習支援システムの概要と目的・学生状況把握困難の解決策としてのシステムの主な機能

「医療秘書教育全国協議会教員研修会」 連携企業等： 医療秘書教育全国協議会

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管
理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の
実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

「医療事務実習支援システム」オンデマンドセミナー 連携企業等： 富士フイルムシステムサービス

令和７年６月１２日(水) 対象： 医療事務系教職員

DX・AI人材育成コンテンツ 連携企業等： NECビジネスインテリジェンス

令和７年８月７日（金） 対象： 全教員

2026年度「医療秘書教育全国協議会教員研修会」 連携企業等： 医療秘書教育全国協議会

令和８年８月 対象： 医療事務系教職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

専門学校の医療事務系教員の指導力向上

令和８年度医療事務系ブラッシュアップセミナー 連携企業等： 全国専門学校教育研究会

令和９年２月 対象： 医療事務系教職員

専門学校の医療事務系教員の指導力向上

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員



（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていますか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）について、十分な
教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務
・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認していますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定されていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされていますか
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は明確になって
いますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められていますか
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

加藤　仁

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な運営がなされて
いますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っていますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表していますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていますか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（1年）

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日～
令和９年３月３１日（１年）



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 医療事務Ⅰ
カルテをもとに医療費の算定方法、保険請求方法を
学習し、レセプトの書き方および窓口業務のあり方
を学ぶ

１
前

- 8 ○ ○ ○

2 ○ 医療事務Ⅱ
カルテをもとに医療費の算定方法、保険請求方法を
学習し、レセプトの書き方および窓口業務のあり方
を学ぶ。また、メディカルクラーク検定対策を行う

１
後

- 8 ○ ○ ○

3 ○ 調剤事務Ⅰ
保険調剤のしくみおよび処方箋の理解と調剤報酬に
ついて学習し、実務で必要な知識を学ぶ

１
前

- 2 ○ ○ ○

4 ○ 調剤事務Ⅱ
保険調剤のしくみおよび処方箋の理解と調剤報酬に
ついて学習し、実務で必要な知識を学ぶ。また、調
剤事務管理士試験対策を行う

１
後

- 1 ○ ○ ○

5 ○
福祉医療
（講義）Ⅰ

福祉の理念の理解と、介護の基本の理解および福祉
にかかわる各種法律・制度についての理解。傾聴・
共感などの対人サービスのポイントを学習する

１
前

- 2 ○ ○ ○

6 ○
福祉医療
（講義）Ⅱ

福祉の理念の理解と、介護の基本の理解および福祉
にかかわる各種法律・制度についての理解。傾聴・
共感などの対人サービスのポイントを学習する

１
後

- 2 ○ ○ ○

7 ○
福祉医療
（演習）Ⅰ

介護の目的、高齢者の特徴や心理、介護におけるポ
イントを理解し、基本的な介護技術を習得する

１
前

- 1 ○ ○ ○

8 ○
福祉医療
（演習）Ⅱ

介護の目的、高齢者の特徴や心理、介護におけるポ
イントを理解し、基本的な介護技術を習得する。ま
た、介護初任者研修の資格を習得する

１
後

- 1 ○ ○ ○

9 ○ 医学一般Ⅰ
人体の構造、機能を学習することにより病気の成り
立ちと原因を理解するとともに、各種疾患の検査お
よび治療方法について学習する

１
前

- 2 ○ ○ ○

10 ○ 医学一般Ⅱ
人体の構造、機能を学習することにより病気の成り
立ちと原因を理解するとともに、各種疾患の検査お
よび治療方法について学習する

１
後

- 2 ○ ○ ○

11 ○
一般教養・計
算実務

社会人として求められる一般常識を身につけるとと
もに、電卓計算速度および精度の向上

１
前

- 1 ○ ○ ○

12 ○ 医療関連法規
医療事務として働くための基礎知識、請求事務の基
本についての学習および各種保険制度についての理
解

１
前

- 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程 総合医療事務学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
パソコン演習
（Word）

Microsoft Wordの機能を理解し、業務に応用でき
る。また、Word文書処理技能認定試験対策を行う

１
前

- 2 ○ ○ ○

14 ○
パソコン実習
（Excel）Ⅰ

Microsoft Excelの機能を理解し、業務に応用でき
る。また、Excel表計算処理技能認定試験対策を行
う

１
前

- 1 ○ ○ ○

15 ○
パソコン実習
（Excel）Ⅱ

Microsoft Excelの機能を理解し、業務に応用でき
る。また、Excel表計算処理技能認定試験対策を行
う

１
後

- 1 ○ ○ ○

16 ○
メディカルマ
ナーⅠ

医療や介護の現場で必要となる、表情・仕草・言葉
づかいなどについて学習し、患者様のＱＯＬを考え
た対応ができるようになる

１
前

- 2 ○ ○ ○

17 ○
メディカルマ
ナーⅡ

医療や介護の現場で必要となる、表情・仕草・言葉
づかいなどについて学習し、患者様のＱＯＬを考え
た対応ができるようになる。また、ホスピタルコン
シェルジュ検定対策を行う

２
前

- 1 ○ ○ ○

18 ○ ICT概論Ⅰ
情報通信技術（ICT）の基本概念や医療情報システ
ムの役割を学び、医療現場でのデータ管理や情報セ
キュリティなど、関連する知識を身につける

１
前

- 2 ○ ○ ○

19 ○ ICT概論Ⅱ
情報通信技術（ICT）の基本概念や医療情報システ
ムの役割を学び、医療現場でのデータ管理や情報セ
キュリティなど、関連する知識を身につける

２
前

- 2 ○ ○ ○

20 ○ ICT概論Ⅲ
情報通信技術（ICT）の基本概念や医療情報システ
ムの役割を学び、医療現場でのデータ管理や情報セ
キュリティなど、関連する知識を身につける

２
後

- 2 ○ ○ ○

21 ○
医師事務作業
補助Ⅰ

診断書などの文書作成補助、診療記録の代行データ
入力・整理など、医師の事務作業負担を軽減するた
めの各種業務について学習する

１
後

- 1 ○ ○ ○

22 ○
医師事務作業
補助Ⅱ

診断書などの文書作成補助、診療記録の代行データ
入力・整理など、医師の事務作業負担を軽減するた
めの各種業務について学習する。また、ドクターズ
クラーク検定対策を行う

２
前

- 1 ○ ○ ○

23 ○ 歯科事務Ⅰ
歯についての基礎的な知識を身につけるとともに歯
科医院における点数算定の方法を学ぶ

１
後

- 2 ○ ○ ○

24 ○ 歯科事務Ⅱ
歯についての基礎的な知識を身につけるとともに歯
科医院における点数算定の方法を学ぶ。また、歯科
事務管理士試験対策を行う。

２
前

- 1 ○ ○ ○

25 ○
医薬品登録販
売者Ⅰ

医薬品の分類、薬機法、医薬品販売に関する制度を
学ぶ。また、OTC医薬品の適正使用、服薬指導の基
本についても習得し、現場での実践力を身につける

１
後

- 1 ○ ○ ○

26 ○
医薬品登録販
売者Ⅱ

医薬品の分類、薬機法、医薬品販売に関する制度を
学ぶ。また、OTC医薬品の適正使用、服薬指導の基
本についても習得し、現場での実践力を身につける

２
前

- 2 ○ ○ ○

27 ○
医 療 コ ン
ピュータ演習
Ⅰ

医療保険事務で学習した知識を活かし、実際の業務
を想定したレセプト入力ができるようコンピュータ
操作について学習する。

１
後

- 1 ○ ○ ○



28 ○
医 療 コ ン
ピュータ演習
Ⅱ

医療保険事務で学習した知識を活かし、実際の業務
を想定したレセプト入力ができるようコンピュータ
操作について学習する。また、医事コンピュータ技
能検定３級対策を行う

２
前

- 2 ○ ○ ○

29 ○
医 療 コ ン
ピュータ演習
Ⅲ

医療保険事務で学習した知識を活かし、実際の業務
を想定したレセプト入力ができるようコンピュータ
操作について学習する。また、医事コンピュータ技
能検定２級対策を行う

２
後

- 2 ○ ○ ○

30 ○ 就職実務
履歴書や自己ＰＲの作成、面接練習などを通して、
就職活動のために必要なスキルを身につける

１
後

- 1 ○ ○ ○

31 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

社会人としての基礎知識、立ち居振る舞いの練習、
自己分析、企業研究などを通して就職活動への準備
を行う

１
後

- 1 ○ ○ ○

32 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

３ＫＡＮ教育（自己効力感、成長実感、学び続ける
習慣）を実践しながら学習する

２
前

- 1 ○ ○ ○

33 ○ 介護事務
介護保険制度のしくみについて理解するとともに介
護報酬の算定方法について学習し実務で必要な知識
を学ぶまた、介護事務管理士試験検定対策を行う

２
前

- 2 ○ ○ ○

34 ○ 歯科助手演習
歯科治療の基本的な知識や実践力を習得し、チーム
医療の重要性を理解し患者さんとのコミュニケー
ションや接遇を学ぶ

２
前

- 1 ○ ○ ○

35 ○
医療事務応用
Ⅰ

カルテをもとに医療費の算定方法、保険請求方法を
学習し、専門性の高い実務に即したレセプトの作成
および窓口業務のあり方を学ぶ。また、医事コン
ピュータ検定医療事務領域の対策を行う

２
前

- 1 ○ ○ ○

36 ○
医療事務応用
Ⅱ

カルテをもとに医療費の算定方法、保険請求方法を
学習し、専門性の高い実務に即したレセプトの作成
および窓口業務のあり方を学ぶ。また、医事コン
ピュータ検定医療事務領域の対策を行う

２
後

- 1 ○ ○ ○

37 ○
診療情報
管理演習Ⅰ

診断群分類であるDPCの体系を理解し、これに基づ
いた包括支払制度（DPC/PDPS）を実践的に学習する

２
前

- 1 ○ ○ ○

38 ○
診療情報
管理演習Ⅱ

ICDの体系を理解し、これに基づいた疾病コーディ
ングのほか、原死因・がん登録について学習する

２
後

- 1 ○ ○ ○

39 ○
電子カルテ演
習Ⅰ

カルテ作成、患者情報の管理などのスキルを電子カ
ルテシステムを通じて身につける

２
前

- 1 ○ ○ ○

40 ○
電子カルテ演
習Ⅱ

カルテ作成、患者情報の管理などのスキルを電子カ
ルテシステムを通じて身につける。動画教材を活用
して演習を行う

２
後

- 1 ○ ○ ○

41 ○
ト ー タ ル
ビューティ演
習Ⅰ

フェイスケア・ネイルケア・メイクなど自己ケアの
大切さを理解し、医療人としての魅力を磨き、身だ
しなみや品格を育む

２
前

- 1 ○ ○ ○

42 ○
ト ー タ ル
ビューティ演
習Ⅱ

フェイスケア・ネイルケア・メイクなど自己ケアの
大切さを理解し、医療人としての魅力を磨き、身だ
しなみや品格を育むまた、美肌検定合格レベルに達
する

２
後

- 1 ○ ○ ○



43 ○
医療DX・ITリ
テラシー演習

医療分野でのデジタル技術や情報テクノロジーのス
キルを養い、医療情報システムを使用し、患者ケア
の向上と医療プロセスの効率化について学習する

２
後

- 2 ○ ○ ○

44 ○
調剤・介護コ
ンピュータ演
習

専用ソフトを用いて、処方箋の入力方法、患者管理
などを学習し、調剤部門での基礎的なコンピュータ
操作方法を身につける。また、介護部門での基礎的
なコンピュータ操作方法を身につける

２
後

- 1 ○ ○ ○

45 ○ 医療機関実習

受付、診療録管理、窓口業務などについての実務を
実践を通じて学び、医療に携わる者としての自覚を
高めるとともに必要な知識、技術、マナー等を習得
する

２
後

- 1 ○ ○ ○ ○

45

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

合計 科目 72 単位（単位時間）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 79 単位 45 単位 33 単位 1 単位 0 単位 0 単位

30 人 33 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町２－２０
770-0852

088(653)3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化・教養専門課程 ブライダル・ホテル科 平成23(2011)年度 － 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
ブライダル業界・ホテル業界において、求められるものを形にして、お客様に幸せや感動を提供できる人材となるための専門知識と実践力を習得する。
接客のプロとして、おもてなしの心と接客のセンスも身につける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

ブライダルやホテル業界を中心としたホスピタリティ産業で活躍するために総合的に学習する。
ブライダルコーディネート技能検定（国家検定）取得、レストランサービス技能検定（国家検定）取得

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

12
■地元就職者数 (F) 9
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

75

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 12
■就職希望者数 (D)　　　　　： 12
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ブライダル業界（ブライダルプランナー）、ホテル業界（ホテルスタッフ）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 　

1

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
URL: https://web.anabuki-college.ac.jp/

100
■進学者数 0
■その他

2

うち企業等と連携した演習の単位数 2

うち必修単位数 0

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数 　

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 　

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 　

総単位数 79

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 1

　

うち必修授業時数 　

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 　

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 5

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： 　年　月
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



人

人

人

人

人

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 9

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

サービス業界の第一線で即戦力となるためには、実践面の強化とデジタルに対応していく力やマーケティングなどを特化し
ていく必要がある。知識の詰め込みではなく、幅広い知識と技術を身に付けた人材を育成することが必要とのご意見をい
ただき、授業において、社会情勢に合わせ変化に対応できるような内容を取り入れた。

角　知美 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

淀　朋美 アオアヲナルトリゾート
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体
等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育
課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。]

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

小崎　みどり 株式会社ときわ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第1回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：３０
第２回　令和８年２月１０日　１０：２０～１２：１０

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



ブライダルコスチュー
ムⅠ

科　目　概　要

施設実習 アオアヲナルトリゾート

株式会社ときわ

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
①衣裳店における各施設・設備の機能を学ぶ
②ウエディングドレスやカクテルドレスのブランドや最新の流行を学ぶ
③衣装に触れることにより、扱い方や保存方法を学ぶ。
④自分が試着することにより、フィッティング（下着、ドレス、ヘア、アクセサリ、ブーケなど）のコーディネートの要領と注意点
を学ぶ。
⑤お客様の気持ちを知ることにより、接客時の対応を習得する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

施設実習を通し、現場で必要な実
務を身に付ける。

ウェディングドレス、コーディネート
およびメンズフォーマルの基本を
学ぶとともに、和の花嫁衣装の知
識を習得する。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を
行う。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

近年急速に広まる「引出物のオンライン化」最新のシステム環境とアイテムのトレンドを学ぶ

地域の暮らしを守る観光－ツーリストシップ実践と共創の現場- 連携企業等： 観光経済新聞

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管
理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の
実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

ブライダル講師のための勉強会 連携企業等： ウェディングスビューティフル(ＷＢ)協会

令和８年３月２３日（月） 対象： 当該学科専任教員

令和８年３月２６日（木） 対象： 当該学科専任教員

訪日外国人観光客の混雑や摩擦を防ぎ、地域を豊かにするアプローチの紹介

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

日本料理のマナー講師として心構えと知識を実践的に学ぶ

西洋料理テーブルマナー講師認定セミナー 連携企業等： ホテル・レストランサービス技能協会

令和８年７月２１日（火） 対象： 当該学科専任教員

西洋料理のテーブルマナー講師として心構えと知識を実践的に学ぶ

日本料理食卓作法講師認定セミナー 連携企業等： ホテル・レストランサービス技能協会

令和８年６月３日（水） 対象： 当該学科専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

②指導力の修得・向上のための研修等

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められています
か
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

企業等委
員

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規定及び関係法令の遵守と、適正な
運営がなされていますか
・個人情報に関する規定を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表し
ていますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

加藤　仁



企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
教育関係
者

ＰＴＡ

卒業生

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
ホテル概論
Ⅰ・Ⅱ

ホテルビジネスの歴史や経営特性など、宿
泊部門を中心に業務概要を理解する。

1
前
後

90 6 ○ ○ ○

2 ○
宿泊実務Ⅰ・
Ⅱ

ホテルの顔としての役割を果たすフロント
オフィスやベルクローク業務など、宿泊部
門の一連の業務内容を理解する。

１
前
後

60 4 ○ ○ ○

3 ○ 飲料解説
飲料に関する幅広い知識を習得し、正確な
判断と質の高いサービスを提供できるよう
になる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

4 ○
食品概論Ⅰ・
Ⅱ

食の安全と食材・飲料等の基礎知識を固め
る。ホスピタリティの概念をサービスス
タッフとして広く身につける。

１
前
後

60 4 ○ ○ ○

5 ○
ブライダル知
識Ⅰ・Ⅱ

結婚や結婚式、結婚披露宴について、歴史
や形式、慣習などブライダルに関しての基
本的な知識を習得する。

１
前
後

90 6 ○ ○ ○

6 ○
ブライダルコ
スチュームⅠ

ウェディングドレス、コーディネートおよ
びメンズフォーマルの基本を学ぶととも
に、和の花嫁衣装の知識を習得する。

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○

7 ○
ブライダルプ
レ ゼ ン テ ー
ションⅠ・Ⅱ

ブライダル関連の多くのフィールドで活躍
できるよう、プレゼン力を身につけ表現で
きるようになる。

１
前
後

60 2 ○ ○ ○

8 ○
ホテル英会話
Ⅰ・Ⅱ

国際感覚を養い、外国人のお客様に対応で
きる会話力を身に付ける。

１
前
後

60 2 ○ ○ ○

9 ○
ビジネス実務
Ⅰ・Ⅱ

接客の心構えと、立ち居振る舞い、敬語を
学ぶ。

１
前
後

90 6 ○ ○ ○

10 ○
カ ラ ー コ ー
デ ィ ネ ー ト
Ⅰ・Ⅱ

色彩に関する基本的知識を習得し、色がも
たらす効果を実践的に活用できるようにす
る。

１
前
後

60 4 ○ ○ ○

11 ○
マナー・プロ
トコール

社会人として必須のビジネスマナー、テー
ブルマナー、プロトコール（国際儀礼）、
冠婚葬祭などに関わる知識や対応力を身に
つける。

１
前

30 2 ○ ○ ○

12 ○ 写真基礎

カメラ、写真の知識と、撮影の基本技術
（絞り、シャッター速度、ＩＳＯ感度など)
を学び、実際の撮影を通して技術を身につ
ける。

１
後

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程 ブライダル・ホテル科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○ 一般教養
漢字や数学、理科、社会などの一般常識問
題の勉強と、経済や時事問題などの社会常
識を学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

14 ○
パソコン演習
（ Ｅ ｘ ｃ ｅ
ｌ）

キーボード操作の基本を学ぶとともに、
Excelの基本操作の理解、グラフ作成および
主な関数の理解をする。

１
前
後

60 2 ○ ○ ○

15 ○
社会人基礎講
座Ⅰ

職業人としての心構えや接遇マナー、文書
作成の知識など、将来職場で必要となるビ
ジネスマナーの基本を学ぶ。

１
後

30 1 ○ ○ ○

16 ○ 施設実習
ブライダル、ホテル関連施設においてイン
ターンとして、資質と技術を学び、現場で
即戦力となる人材を目指す。

１
前

40 1 ○ ○ ○ ○

17 ○ 就職実務
就職試験の面接を想定し、挨拶や自己Ｐ
Ｒ、グループディスカッションの完成と、
模擬面接の演習を行う。

２
前

30 1 ○ ○ ○

18 ○
社会人基礎講
座Ⅱ

３ＫＡＮ教育（自己効力感、成長実感、学
び続ける習慣）により企業が求める人材を
目指す。

２
前

30 1 ○ ○ ○

19 ○
レ ス ト ラ ン
サービス技法
Ⅰ

1年次で学んだことを基礎に、レストランで
の接客全般、結婚披露宴でのサービスの役
割と心構えを学ぶ。

２
前

60 2 ○ ○ ○

20 ○
ブライダルコ
スチュームⅡ

ウェディングドレス、コーディネートおよ
びメンズフォーマルの基本を学ぶととも
に、和の花嫁衣装の知識を習得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

21 ○
ブライダルプ
ロデュースⅠ

コーディネーターの業務内容、役割を学
び、結婚式当日までの仕事の流れを理解す
る。徳島のブライダル現状を知る。

２
前

30 1 ○ ○ ○

22 ○
ウエディング
アイテム演習

挙式や披露宴で使う小物等、会場を華やか
に演出する装飾を制作できる。

２
前

30 1 ○ ○ ○

23 ○
ブライダルフ
ラワーⅠ

結婚式のテーブル裝花、高砂の裝花、ブラ
イダルブーケの制作を通して、フラワーア
レンジメントの技術を習得する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

24 ○
テーブルコー
ディネート

日常生活やイベントでのテーブルコーディ
ネートの知識を学ぶとともに、器や料理、
マナーに関する知識を習得する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

25 ○
ディスプレイ
演習

ディスプレイの基礎技術を習得し、季節の
イベントやＴＰＯに応じたディスプレイが
できる。

２
前

30 1 ○ ○ ○

26 ○ ヘアメイク
基本的なヘアアレンジ、メイクアップを学
ぶとともに、ブライダルシーンでのヘアメ
イクについての知識を習得する。

２
前

30 1 ○ ○ ○

27 ○
ホテル中国語
会話Ⅰ

ホテルでよく使う各シーンの会話を習得
し、スムーズな対応ができるようになる。

２
前

30 1 ○ ○ ○



28 ○
ホテル英会話
Ⅲ

国際感覚を身に付け、外国人のお客様にど
のような場面でも対応できる会話力を身に
付ける。

２
前

30 1 ○ ○ ○

29 ○ 画像処理演習
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐを用い、画像合成技術
をマスターする。

２
前

30 1 ○ ○ ○

30 ○
ホ ス ピ タ リ
ティマインド

迎客から送客の間、お客様の五感を満喫し
てもらい、精神的にも安心・安らぎを与
え、心理的付加価値を与えるホスピタリ
ティマインドを身につける。

２
後

30 1 ○ ○ ○

31 ○
ブライダルプ
ロデュースⅡ

コーディネーターの業務内容を理解し、企
画・演出について実践を通して学ぶ。

２
後

30 1 ○ ○ ○

32 ○
ブライダルフ
ラワーⅡ

フラワーデコレーター検定の取得を目指す
とともに、オリジナルウェディングの裝花
の準備を行う。

２
後

30 1 ○ ○ ○

33 ○ 婚礼着付け
日本女性として着物姿の美しさを理解する
とともに、和装の知識と礼儀作法を習得す
る。

２
後

30 1 ○ ○ ○

34 ○ 料飲演習
ＨＲＳ検定の実技試験対策と学生が企画、
運営する結婚式・披露宴のサービスを実践
的に学ぶ。

２
後

30 1 ○ ○ ○

35 ○ イベント企画
２年間学んだ集大成、卒業研究として、学
生が企画、準備、運営を手がける結婚式・
披露宴を行う。

２
後

90 3 ○ ○ ○

36 ○
レ ス ト ラ ン
サービス技法
Ⅱ

1年次で学んだことを基礎に、レストランで
の接客全般、結婚披露宴でのサービスの役
割と心構えを学ぶ。

２
後

30 1 ○ ○ ○

37 ○
ペーパーアイ
テム演習

オリジナルウェディングで必要となる、招
待状などのペーパーアイテムの作成を行
い、実践力を培う。

２
後

30 1 ○ ○ ○

38 ○
ネイル・エス
テ

ブライダルシーンで欠かせない、ネイル・
エステの知識や基礎的な技術を習得する。

２
後

30 1 ○ ○ ○

39 ○
ブライダル実
務

ブライダルに関する基本的な知識を習得し
た上で、お客様の思い描くウェディングが
形にできるようプランニング力と実践力を
身につける

２
後

60 4 ○ ○ ○

40 ○
ホテル中国語
会話Ⅱ

ホテルでよく使う各シーンの会話を習得
し、どのようなお客様にも対応できる会話
力を身に付ける。

２
後

30 1 ○ ○ ○

41 ○
ホテル英会話
Ⅳ

国際感覚を身に付け、外国人のお客様にど
のような場面でも対応できる会話力を身に
付ける。

２
後

30 1 ○ ○ ○

41

期
週

合計 科目 79 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等
2

15
卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

１学年の学期区分
１学期の授業期間



１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 76 単位 38 単位 38 単位 0 単位 0 単位 0 単位

60 人 60 人 人 100 % 2 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

中退率

令和８年６月１日

770-0852

088(653)3155
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人穴吹学園 昭和62年3月26日 穴吹　忠嗣 徳島県徳島市徳島町２－２０
770-0852

088(653)3155

専門学校徳島穴吹カレッジ 昭和62年3月26日 石丸　憲治 徳島県徳島市徳島町２－２０

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化・教養専門課程 国際ホテルビジネス学科 令和 4(2022)年度 - 令和 5(2023)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
日本のホスピタリティマインドを学び、ホテル業界でおもてなしのプロとして活躍するために、専門知識と実践力を習得する。また、ビジネス社会で必要とされる、ビジネス
スキルと適切な状況判断をするためのマネジメント能力も身に付ける。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

教育：日本のホスピタリティ精神を学び、ホテル業界で活躍するために、実践的な専門知識とビジネス・マネジメントスキルを学び、ホテルの現場で活かせるスキルを学ぶ
資格：グローバル実務ビジネス検定、情報処理技能検定試験、ホテル実務技能検定、簿記検定初級検定、社会人常識マナー検定Ｊａｐａｎ Basic、
日本語ワープロ検定試験、プレゼンテーション作成検定試験、日商簿記検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

60

（令和７年度卒業生）

25
■地元就職者数 (F) 8
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

32

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 27
■就職希望者数 (D)　　　　　： 25
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ホテル業（ホテルフロントスタッフ）、旅館業（接客全般）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
URL: https://international.anabuki.ac.jp/introduction/

93
■進学者数 0
■その他

特定活動ビザに変更し就職活動を続ける ＪＬＰＴ　Ｎ４未取得者

1

うち企業等と連携した演習の単位数 1

うち必修単位数 76

企業等と連携し
た実習等の実施
状況（Ａ、Ｂい
ずれかに記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 76

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専
任教員について

記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 3

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

4

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0



種別

①

③

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

　留学生の採用について、多くの外国人が利用する場所（リゾート地等）の施設は必要となるが、それ以外の場所で非常に
厳しいのが現状。特にアジア系の学生については、文化・生活の違いから日本で仕事をするためには身に付けておかなけ
ればいけない課題がある。また、日本語能力検定取得レベルを考慮し、特定技能１号（宿泊分野）の受験を目標とする科目
と日常会話の習熟を目指す科目を取り入れた。

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
ホテル業務全般（フロント、宿泊、料飲等）またブライダル、リゾート施設など、徳島を代表とする大型リゾートホテルとして幅
広く学べる環境があるとして当該ホテルを選定している。現地での各施設の見学、現場スタッフによる実際のホテル業務に
関する授業を実施。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

淀　朋美
アオアヲ ナルト リゾート　料飲オフィス
シニアバンケットマネージャー

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

名　前 所　　　属 任期

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学科の専門分野に関連する企業・団体等との連携により、本学科で必要とされる専門知識・技術について、企業・団体
等の専門家の意見を参考に、より実践的な教育内容とするためカリキュラム改善を定期的に行う。この目的のため、教育
課程編成委員会を設置し、定期的に開催する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

カリキュラム編成・授業科目の内容・方法の充実改善を目的として、教育課程編成委員会を設置し、該当専門分野の企業
等専門家からの意見・要望を伺う。委員会において出された意見・要望等は、学科のカリキュラム担当者に伝えられ検討さ
れる。検討結果に基づき、管理職を交えた会議において承認の後、教育課程に反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

樫本　光之
株式会社JR四国ホテルズJRホテルクレメント
徳島総支配人

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

令和８年６月１日現在

石丸　憲治 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員
（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８～１０月、２～３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年８月２１日　１１：００～１２：３０
第２回　令和８年２月１０日　１０：２０～１２：１０

田村　栄司 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

南　敦子 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

川人　宏行 専門学校徳島穴吹カレッジ
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当教員と連携企業担当者が事前の打ち合わせを行い、目的、演習内容、スケジュール作成、学生の学修成果の評価基
準について定める。演習期間中は、担当教員が日常的な指導をしつつ、中間発表、最終発表の際には連携企業担当者か
らの指示・指導を受け授業運営を行う。演習修了時には、連携企業担当者からの評価を踏まえ、担当教員が成績評価を
行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

フロント業務演習

科　目　概　要

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和８年４月１０日（金） 対象： 全教職員

海外の事例と日本の現状を比較しながら、「今、何を知り、何を始めるべきか」、生成AIやヒューマノイドロ
ボットといった最先端技術が産業をどのように変革しているのかを知る

世界はここまで進んでいる！DX先進国に学ぶ日本企業の
生存戦略

連携企業等： 公益財団法人とくしま産業振興機構

令和８年６月１７日（水） 対象： 国際ホテルビジネス教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

非認知能力養成研修 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年５月１９日（月） 対象： 全教員

アオアヲナルトリゾート

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

ホテルスタッフに必要とされる知識
を習得し、ホテル全般業務ができ
るようになる。

科　目　名 連　携　企　業　等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

外国人の入国・在留手続きと申請等取次について

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校は、教職員研修規程に基づき、教員の業務経験や能力に応じて、新たに採用した教職員に対して「新任者研修」、管
理職教職員に対して「管理者研修」、専攻分野における実務に関する「養成研修」を計画的に実施する。また、関連団体の
実施する実務研修・講演会等に積極的に参加し、自らの知識・技能を高め教育の質の向上を図る。

外国人の入国・在留手続きと申請等取次勉強会 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月実施 対象： 対象教員

②指導力の修得・向上のための研修等

非認知能力を伸ばす考え方を活用し、指導力向上の実践を図る

昨今の学生の傾向と関わり方 連携企業等： 穴吹教育総合研究所

令和７年８月２０日（水） 対象： 全教職員

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行う実践力を図る

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　①関係者ならではの視点で具体的かつ実践的な評価を受ける
　②自己点検評価の適正化、妥当性を客観的に評価する
　③結果として職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得できる改善計画をし、PDCAサイクルを回し続ける

Ｚ世代の特徴を理解した上で適切な指導を行うこと、合理的配慮について

「外国人採用の基礎知識と採用の流れ」 連携企業等： 中小企業同友会

令和８年５月２０日（水） 対象： 国際ホテルビジネス教員

在留資格と職業分野、外国人採用に至る流れについて



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
・教育理念・目的・育成人材像（以下「教育理念等」）は、定められています
か
・社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか

（２）学校運営

・運営方針は教育理念等に沿ったものになっていますか
・事業計画を作成し、執行していますか
・組織運営は適切に行われていますか
・人事・給与に関する制度を確立していますか
・管理運営は適切に行われていますか
・業務の効率化を図っていますか

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境

・教育上、必要、かつ、十分な種類・数の施設・設備が整備されていま
すか
・教育の実施体制は整備されていますか
・校外の実習、インターンシップ、海外研修等（以下「校外実習等」）に
ついて、十分な教育体制を整備していますか
・防災・安全管理に関する体制を整備していますか
・定期的に防災訓練等を実施していますか

（７）学生の受入れ募集

・学生募集活動を積極的、かつ、効果的に行っていますか
・授業料等納付金の取扱いは適切に行われていますか
・入学前の学生支援は行われていますか
・社会人入学生の獲得に向け、対策を講じていますか

（３）教育活動

・教育理念、育成人材像に沿った教育課程の編成・実施方針が策定さ
れていますか
・教育課程（カリキュラム）は、明文化されていますか
・社会や業界ニーズに対応した付加的教育の取り組みがされています
か
・キャリア教育・職業教育（以下「キャリア教育等」）を実施していますか
・授業改善のための取組みが行われていますか
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定（以下「成績評価等」）の基準は
明確になっていますか
・成績評価等を適正に行っていますか
・資格・免許取得のためのカリキュラムを組んでいますか
・資格・免許取得のための指導体制がありますか
・資格・要件を備えた教員を確保していますか
・教員の能力向上に向けた取組みを行っていますか
・地域と協力、連携した教育を行っていますか
・地域の特性を活かした教育を行っていますか

（４）学修成果

・資格・免許取得率の向上が図られていますか
・評価・成績の向上が図られていますか
・就職率の向上が図られていますか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握していますか
・地域、関連業界への就職が図られていますか

（５）学生支援

・退学率の低減が図られていますか
・就職等進路に対する支援体制は整備されていますか
・就職等進路に関する教育・指導を行っていますか
・課外活動に対する体制は整備されていますか
・学生相談に関する体制は整備されていますか
・いじめ等の防止・対応のための体制は整備されていますか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されていますか
・学生の健康を担う組織体制はありますか
・生活環境支援体制を整備していますか
・保護者・保証人（以下「保護者等」）との連携を図っていますか
・卒業生の動向を把握していますか
・卒業生への支援体制を整備していますか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備していますか
・上記以外を通じての学生支援



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

岡田　圭祐 徳島県洋菓子協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

佐藤　あすか 日本グラフィックデザイン協会徳島　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

仁田　洋輔 ニタコンサルタント株式会社
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　佳容子
株式会社Total　Beauty　FIRST　代表取締役
社長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

齋藤　宜昭 ＮＰＯ法人繁盛店への道　理事
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

谷野　圭助 一般社団法人徳島新聞社　営業局長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

社会福祉法人日本保育協会　徳島県支部長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

兼松　文子
公益財団法人　徳島県労働者福祉協議会　参
与 兼 在住外国人サポート事業部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

河野　美枝子 一般社団法人徳島県歯科衛生士会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

Gehrtz　三隅　友子 流通科学大学　人間社会学部 特任教授
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（３）学校関係者評価結果の活用状況
前年度に引き続き、概ね適正な運営ができているが、地域との協力、OBとの連携、また高校・高等専修学校等の対外活動
が不十分との評価があり全体的な取り組みができるよう検討する。また、退学率低減のために、個々の学生状況に応じた
対応をさらにすすめて欲しいとの意見を頂いたので、今まで以上に対応検討していく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・専修学校設置基準・各種学校規程及び関係法令の遵守と、適正な
運営がなされていますか
・個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取ってい
ますか
・自己評価を実施し、その結果を公表していますか
・［職業実践専門課程］学校関係者評価を実施し、その結果を公表し
ていますか
・学校の教育情報について、積極的に公開していますか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っていま
すか
・学生のボランティア活動を奨励・支援していますか
・学生の地域との交流を奨励・支援していますか
・高校生等の職業意識涵養に努めていますか

（１１）国際交流
・留学生の受入れ等における適切な管理がされていますか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っていますか

天羽　竜也
株式会社穴吹カレッジサービス
ソリューション統括部　統括部長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

市橋　栄治 全国医事振興協会　顧問
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

（８）財務

・学校及び設置者（法人）の収支、財政基盤は安定していますか
・予算は計画に従って適切に執行されていますか、またそれを確認し
ていますか
・会計監査、財務情報公開が行われていますか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

助任なかよし認定こども園　園長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

大塚　忠廣 徳島県老人福祉施設協議会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

尾形　香代 株式会社ＣＨＡＫＲＡ　代表取締役
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

小倉　博之
一般社団法人全国日本司厨士協会　徳島県
本部　会長

令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

上野　由弘

小崎　みどり 株式会社ときわ　執行役員
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

加藤　仁



企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

教育関係者

ＰＴＡ

卒業生松浦　勇也 医療法人倚山会　田岡病院　事務課長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

和田　匡史 医療法人和田歯科医院　理事長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野田　耕市郎 徳島県立池田高等学校　主幹教諭
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

安宅　万里子 保護者
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

野原　直一 一般社団法人徳島県情報産業協会　会長
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

岡田　幸世 一般社団法人日本エステティック協会
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

丸山　貴成 合同会社STUDIO SOL　代表
令和８年４月１日
～令和９年３月３１日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/
公表時期： 毎年６月１日

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れの方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム、時間割、年間の授業計画
・進級・卒業の要件
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就学支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
・教育に関わる情報について、原則公開する。
・定期的に更新し、最新の情報を提供するよう努める。
・情報の提供に際してはインターネットでの提供を基本とする。
・統計的な情報については算定方法など根拠となる情報も同時に提供する。
・個人情報の扱いに留意し、特定の個人が特定できない情報として提供する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校名、所在地、学校の沿革、歴史
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画
・経営方針

（８）学校の財務 ・事業報告書、貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況
・課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動）

（６）学生の生活支援 ・学生支援の取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等

（１１）その他



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://web.anabuki-college.ac.jp/disclosure/

公表時期： 毎年６月１日

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
ホテル実務概
論Ⅰ･Ⅱ

ホテルビジネスの歴史や経営特性など、宿
泊部門を中心に業務概要の基本を理解す
る。

１
前
後

4 ○ ○ ○

2 ○
ホテル英会話
Ⅰ･Ⅱ

国際感覚を養い、外国人のお客様に対応で
きる会話力を身に付ける。

１
前
後

4 ○ ○ ○

3 ○
ホテル宿泊概
論

ホテルフロント、企画・広報、接客、レス
トランサービス、安全衛生管理・その他基
礎知識を学ぶ。

１
後

2 ○ ○ ○

4 ○ 日常会話演習
実際の日本の会社で日常的に起こる出来事
や場面を理解したり、状況にふさわしい会
話や表現、行動を学習する。

１
前

1 ○ ○ ○

5 ○
ビ ジ ネ スマ
ナーⅠ･Ⅱ

社会人としてのマナーやビジネスに関わる
知識や対応力を身につける。

１
前
後

3 ○ ○ ○

6 ○ ビジネス文書
ビジネスにおいて必要となる文書作成がで
きるようになる。

１
後

1 ○ ○ ○

7 ○
情 報 リ テラ
シーⅠ･Ⅱ

パソコンの機能について基本的な内容を理
解し、文書管理、文書表現等、ビジネスに
必要となる書面が的確に作成できる。

１
前
後

4 ○ ○ ○

8 ○
ビジネス日本
語基礎Ⅰ･Ⅱ

日本のホテルで接客するための基本的な語
学力を身に付ける。

１
前
後

8 ○ ○ ○ ○

9 ○ 日本文化論
日本の文化や習慣を学び、他文化との比較
により理解を深める。

１
後

2 ○ ○ ○

10 ○
キャリアデザ
インⅠ･Ⅱ

就職活動準備として、自己分析、面接試験
対策、企業研究等を行う。

1
前
後

8 ○ ○ ○

11 ○ 就職実務
就職についての考えを身につける、自分の
スタイルを見つける、書類の書き方を理解
する

１
後

1 ○ ○ ○

12 ○
ビジネス日本
語応用Ⅰ･Ⅱ

日本のホテルで接客するための基本的な語
学力を身に付ける。

２
前
後

6 ○ ○ ○ ○

13 ○ 労務管理論
職場環境の管理、勤怠や福利厚生の労働に
関連することを学ぶ。

２
前

2 ○ ○ ○

14 ○
フロント業務
演習

ホテルフロントにおいて、お客様のチェッ
クインやチェックアウトなど、スムーズに
対応できるようになる。

２
前

1 ○ ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程 国際ホテルビジネス学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



15 ○
情 報 リ テラ
シーⅢ･Ⅳ

パソコン操作やビジネスに必要となる書面
が的確に作成できる。

２
前
後

4 ○ ○ ○

16 ○
ホテル実務演
習Ⅰ･Ⅱ

ホテルスタッフに必要とされる知識を習得
し、ホテル全般の業務ができるようにな
る。

２
前
後

2 ○ ○ ○

17 ○
バンケット演
習

料飲サービススタッフとして、必要な知識
と技術を実践的に学び、即戦力となる。

２
後

1 ○ ○ ○

18 ○
ホテル英会話
Ⅲ･Ⅳ

ホテルでよく使う各シーンの会話を習得し
お客様を待たせないスムーズな対応ができ
る。

２
前
後

3 ○ ○ ○

19 ○
人材マネジメ
ント

経営戦略を振り返り、自社に必要な人材の
能力を高め、適材適所の配置にするための
育成計画を作成する。

２
後

2 ○ ○ ○

20 ○
簿記会計Ⅰ･
Ⅱ

簿記の基礎である資産、負債、資本、収益
及び費用の勘定を理解する。

２
前
後

8 ○ ○ ○

21 ○
プレゼンテー
ション演習

伝わりやすい資料作成法や話の構成方法の
要点を学びプレゼンテーションシートを作
成し発表する。

２
前

1 ○ ○ ○

22 ○
経営マネジメ
ント

経営管理や組織運営など組織の成果を上げ
るためにリスク管理を設定した組織の目標
を学ぶ。

２
後

2 ○ ○ ○

23 ○
キャリアデザ
インⅢ･Ⅳ

就職試験対策として、グループディスカッ
ションをはじめ、個人・集団面接対策を行
う。

２
前
後

8 ○ ○ ○

23

期
週

合計 科目 76 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 原則として全科目の成績評価がすべてＣ以上であること。
履修方法： 必修科目は、全科目必修

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）




